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荻窪法人会は荻窪税務署管内の

法人企業の有志が集う会です。

法人会は“よき経営者をめざす

ものの団体”がスローガンですが

“ 地 域に 根ざした社会 貢 献 ”

に も 力 を 注 い で い ま す 。

この 荻 窪 法 人会の広 報 誌 は

どなたでも無料購読できます。

荻窪法人会ホームページ www.ogikubohojinkai.jp

よき 経 営 者をめざ すもの の 団 体
東 法 連 提 唱「 社 会 貢 献 」一人ひとりの 力は 小さくても、みん なの自覚をもって一人ひとつできることから

宮
田
輝 

荻
窪
税
務
署
管
内
に
住
ん
で
い
た
著
名
人



よき経営者をめざすものの団体  それが法人会です
正しい税知識を身につけたい。もっと積極的な経営をめざしたい。社会のお役に立ちたい。そんな経営者
の皆さんを支援する全国組織、それが法人会です。現在、約90万社の会員企業、41都道県に442の単
位会を擁する団体として大きく発展しています。あなたに近く、社会と広く。どこまでも人を中心に、さま
ざまな活動を展開する法人会。税のオピニオンリーダーとしての貢献はもとより、会員の研鑽を支援する各
種の研修会、また地域振興やボランティアなど地域に密着した活動を積極的に行っています。健全な納税
者の団体、よき経営者をめざすものの団体…これが法人会です。

宮田輝（みやた てる、本名・みやた あきら）

元NHKアナウンサー、参議院議員（3期）。東京都足立区出身。
血液型 B型。NHK紅白歌合戦では、1973年まで通算15回にわ
たって紅組・白組・総合の司会を担当した。1974年にNHKを退
社し、参院議員へ。1990年、議員在職中に68歳で死去した。

3 第1回 通常総会

6 新理事紹介

9 新副会長・新常任理事ごあいさつ

11 着任のごあいさつと幹部のご紹介

12
本音トークの座談会S E R I E S

副会長座談会 

18 山内秀夫第1ブロック長インタビュー

20 第１回 通常総会 特別講演会「安全な街の実現に向けて」
講師：羽石千代 荻窪警察署長

22
税制委員会より
平成25年度 税制大綱へ法人会の要望が実現

24 税務コーナー　

26 e-Tax推進税理士事務所について

27
28
29

青年部会 第39 回 通常総会
女性部会 第37回 総会
源泉部会 第39 回 総会

30 委員会・部会報告

CONTENT
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公
益
社
団
法
人
荻
窪
法
人
会
第
1
回
通
常

総
会
が
5
月
27
日
（
月
）
に
杉
並
公
会
堂

小
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
ま
し
た
。（
総
会
の
前

に
感
謝
状
な
ら
び
に
表
彰
状
贈
呈
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
）
出
席
社
総
数
1
4
3
2
社
、

内
委
任
状
提
出
社
1
2
7
5
社
、
会
員
総

数
2
3
1
4
社
で
過
半
数
を
超
え
総
会
は

成
立
し
第
1
号
議
案
か
ら
第
2
号
議
案
が

上
程
さ
れ
ま
し
た
。

開
会
は
井
口
一
与
副
会
長
の
開
会
の
こ
と

ば
で
始
ま
り
、
小
竹
良
夫
会
長
を
議
長
に
選

出
し
審
議
の
結
果
、
第
1
号
議
案
か
ら
第
2

号
議
案
ま
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
度
は

役
員
改
選
期
（
第
2
号
議
案
）
に
あ
た
り
ま

す
。
会
長
に
は
小
竹
会
長
が
再
任
さ
れ
、
3

期
目
を
迎
え
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
執
行

部
も
新
た
に
選
出
さ
れ
、
新
副
会
長
に
鹿
野

修
二
前
広
報
委
員
長
、
木
山
濃
美
前
第
1
ブ

ロ
ッ
ク
長
が
、
新
総
務
委
員
長
に
松
澤
和
洋

前
総
務
副
委
員
長
が
、
新
広
報
委
員
長
に
は

岡
博
之
前
広
報
副
委
員
長
が
選
任
さ
れ
、
新

第
1
ブ
ロ
ッ
ク
長
に
山
内
秀
夫
前
第
4
支
部

長
が
就
任
し
ま
し
た
。

来
賓
の
小
幡
吉
昭
荻
窪
税
務
署
長
を
は
じ

め
佐
々
井
幹
彦
杉
並
都
税
事
務
所
長
な
ど

か
ら
祝
辞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

保
坂
房
雄
副
会
長
の
閉
会
の
こ
と
ば
を
最

後
に
総
会
は
無
事
に
終
了
し
ま
し
た
。

第1号議案	 平成24年度 収支決算報告
	 並びに監査報告承認の件
第2号議案	 任期満了に伴う
	 役員選任案承認の件
（報告事項）	平成24年度	事業報告
	 平成25年度	事業計画案
	 	 収支予算の件

公
益
社
団
法
人 

荻
窪
法
人
会

第
1
回
通
常
総
会

公
益
社
団
法
人 

荻
窪
法
人
会 

第
1
回
通
常
総
会
が
5
月
27
日
（
月
）
杉
並
公
会
堂 

小

ホ
ー
ル
に
て
行
わ
れ
、
通
常
総
会
の
議
案
の
第
1
号
議
案
か
ら
第
2
号
議
案
も
滞
り
な

く
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
来
賓
に
は
小
幡
吉
昭
荻
窪
税
務
署
長
を
は
じ
め
佐
々
井

幹
彦
杉
並
都
税
事
務
所
長
な
ど
の
方
よ
り
祝
辞
を
頂
き
ま
し
た
。
新
副
会
長
2
名
、
新

委
員
長
2
名
、
新
ブ
ロ
ッ
ク
長
に
1
名
が
就
任
。

総会の様子



総会前に行われた感謝状ならびに表彰状贈呈式
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本
日
は
、
公
益
社
団
法
人
荻
窪
法
人
会
、

第
1
回
通
常
総
会
に
あ
た
り
、
小
幡
荻
窪

税
務
署
は
じ
め
署
の
幹
部
の
皆
様
、
そ
し

て
関
係
官
庁
、
関
係
団
体
の
ご
来
賓
、
ま

た
多
く
の
会
員
の
皆
様
の
出
席
の
も
と
に

開
催
で
き
ま
す
こ
と
を
心
よ
り
厚
く
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

本
日
、
公
益
法
人
に
認
定
さ
れ
第
1
回

の
通
常
総
会
を
迎
え
る
こ
と
が
出
来
ま
し

た
こ
と
は
、
私
を
は
じ
め
会
員
一
同
の
大

き
な
喜
び
で
あ
り
誇
り
と
す
る
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。

こ
れ
も
偏
に
、
ご
来
賓
を
は
じ
め
関
係

各
位
の
ご
指
導
と
、
法
人
会
を
支
え
て
き

た
諸
先
輩
、
役
員
・
会
員
の
皆
様
方
の
ご

協
力
の
賜
物
で
あ
り
、
改
め
て
御
礼
を
申

し
上
げ
る
次
第
で
す
。

平
成
24
年
度
は
、
国
内
外
と
も
に
多
く

の
政
治
・
経
済
の
課
題
を
か
か
え
た
中
、

政
権
の
交
代
が
あ
り
、
新
政
権
に
対
す
る

期
待
か
ら
景
気
回
復
に
明
る
さ
が
み
え
て

き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。　

荻
窪
法
人
会
も
計
画
さ
れ
た
事
業
を
着

実
に
実
行
し
、
決
算
も
概
ね
予
算
通
り
に

執
行
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
後
は
、
公
益
法
人
に
ふ
さ
わ
し
い
団

体
と
し
て
、
当
会
の
本
旨
で
あ
り
ま
す
。

（
1
）
税
知
識
の
普
及
（
2
）
納
税
意
識

の
高
揚
（
3
）
税
制
改
正
要
望　

そ
し
て

（
4
）
地
域
企
業
の
健
全
な
発
展
（
5
）
地

域
社
会
へ
の
貢
献
な
ど
の
諸
事
業
を
、
今

ま
で
以
上
に
公
益
性
の
高
い
活
動
と
し
て

充
実
さ
せ
て
い
く
所
存
で
あ
り
ま
す
。

結
び
に
、
本
総
会
が
皆
様
の
ご
協
力
の

も
と
円
滑
に
進
行
で
き
ま
す
事
を
お
願
い

申
し
上
げ
、
皆
様
の
ご
健
勝
と
公
益
社
団

法
人
荻
窪
法
人
会
の
益
々
の
発
展
を
祈
念

い
た
し
ま
し
て
、
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

公益社団法人荻窪法人会 会長　小竹良夫

会長あいさつ

公
益
法
人
に
ふ
さ
わ
し
い
団
体
と
し
て

今
ま
で
以
上
に
公
益
性
の
高
い
活
動
を
充
実
さ
せ
て
い
く
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本
日
は
、
公
益
社
団
法
人 

荻
窪
法
人
会 

第

1
回
通
常
総
会
に
お
招
き
い
た
だ
き
、
誠
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

ま
ず
は
、
第
1
部
で
、
表
彰
状
・
感
謝
状

を
授
与
さ
れ
た
皆
様
方
に
、
心
よ
り
お
祝
い

を
申
し
上
げ
ま
す
。
誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
ま
た
、
先
程
の
議
事
に
お
き
ま
し

て
、
す
べ
て
の
議
案
が
、
滞
り
な
く
承
認
さ

れ
ま
し
た
こ
と
に
対
し
ま
し
て
、
お
祝
い
申

し
上
げ
ま
す
。

小
竹
会
長
を
は
じ
め
、
荻
窪
法
人
会
の
皆
様

に
は
日
頃
か
ら
税
務
行
政
の
円
滑
な
運
営
に
つ

き
ま
し
て
、
格
別
の
御
理
解
と
御
協
力
を
賜

り
、
こ
の
場
を
お
借
り
い
た
し
ま
し
て
、
厚
く

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

先
程
は
、
任
期
満
了
に
よ
る
役
員
の
改
選
が

行
な
わ
れ
ま
し
た
が
、
退
任
さ
れ
ま
し
た
方
々

に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
伝
統
あ
る
荻
窪
法
人
会

の
発
展
の
た
め
、
永
き
に
渡
り
ご
尽
力
を
さ
れ

ま
し
た
こ
と
に
対
し
ま
し
て
深
く
敬
意
を
表
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ま
た
、
今
回
新
た
に
役
員
に
な
ら
れ
ま
し
た

方
々
に
は
、
持
て
る
お
力
を
存
分
に
発
揮
し
て

い
た
だ
き
、
ご
活
躍
さ
れ
ま
す
こ
と
を
、
ご
期

待
申
し
上
げ
て
お
り
ま
す
。

さ
て
、
荻
窪
法
人
会
は
、
新
し
い
公
益
法
人

制
度
の
も
と
、
こ
の
4
月
か
ら
、
公
益
社
団
法

人
に
移
行
登
記
を
さ
れ
ま
し
た
。

荻
窪
法
人
会
の
公
益
目
的
事
業
の
中
に
は
、

創
立
以
来
の
こ
れ
ま
で
の
事
業
と
同
様
に
、﹁
税

知
識
の
普
及
と
納
税
意
識
の
高
揚
並
び
に
税
の

提
言
に
関
す
る
事
業
﹂
及
び
﹁
地
域
企
業
の
健

全
な
発
展
と
地
域
社
会
へ
の
貢
献
の
た
め
の
事

業
﹂
が
掲
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

事
業
の
目
的
は
同
じ
で
あ
り
ま
し
て
も
、
こ

れ
か
ら
は
、
新
公
益
法
人
制
度
の
も
と
で
、
公

益
認
定
を
受
け
ら
れ
た
公
益
社
団
法
人
と
し
て

認
知
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
よ
り
一
層
、
地
域

社
会
か
ら
の
期
待
度
が
増
す
の
で
は
な
い
か
と

考
え
ら
れ
ま
す
。

一
方
、
私
ど
も
税
務
行
政
に
お
き
ま
し
て

は
、
一
昨
年
末
の
国
税
通
則
法
の
改
正
を
は
じ

め
と
し
た
、
納
税
環
境
整
備
に
伴
っ
て
、
税
務

調
査
手
続
き
な
ど
、
各
種
手
続
き
等
の
よ
り
一

層
の
透
明
性
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

り
、
ま
た
、
昨
年
夏
に
成
立
し
た
消
費
税
率
の

引
上
げ
等
に
関
す
る
法
律
改
正
を
受
け
て
、
適

正
な
執
行
を
図
る
た
め
の
広
報
等
の
充
実
を
さ

せ
て
ま
い
る
必
要
が
ご
ざ
い
ま
す
。

私
ど
も
荻
窪
税
務
署
に
と
り
ま
し
て
は
、
貴

会
の
事
業
活
動
で
あ
る
﹁
税
知
識
の
普
及
と

納
税
意
識
の
高
揚
を
図
る
た
め
の
啓
発
活
動
﹂

が
、
今
後
一
層
、
税
務
行
政
の
円
滑
な
運
営

に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
で
あ
る
と
考

え
て
お
り
ま
す
の
で
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
、

税
務
行
政
に
対
す
る
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜

り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
も
う
一
つ
お
願
い
が
ご
ざ
い
ま
す
。

皆
様
方
に
は
、
日
頃
か
ら
e

－

T
a
x
の
普

及
拡
大
に
も
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
い
る
と

こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
先
般
、
一
昨
年
の

平
成
23
年
度
の
e

－

T
a
x
の
利
用
率
を

は
じ
め
、﹁
オ
ン
ラ
イ
ン
利
用
率
等
の
状
況
﹂

が
示
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
状
況
を
見
ま
す

と
、
荻
窪
税
務
署
管
内
の
法
人
の
利
用
率
に

つ
き
ま
し
て
は
、
徐
々
に
向
上
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、
依
然
、
全
国
平
均
と

比
較
す
る
と
か
な
り
低
い
水
準
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。

私
ど
も
と
し
ま
し
て
は
、
引
続
き
利
用
に

向
け
た
広
報
及
び
利
用
の
た
め
の
サ
ポ
ー
ト

に
力
を
入
れ
て
参
り
ま
す
の
で
、
自
ら
の
ご

利
用
に
止
ま
ら
ず
、
事
業
関
係
者
を
は
じ
め
、

地
域
の
方
々
に
も
、
ご
利
用
を
働
き
か
け
て

い
た
だ
く
な
ど
、
引
続
き
実
際
の
ご
利
用
に

ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

結
び
に
あ
た
り
ま
し
て
、
皆
様
方
の
ご
健

勝
並
び
に
ご
事
業
の
ご
繁
栄
を
心
か
ら
祈
念

致
し
ま
し
て
、
お
祝
い
の
言
葉
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

本
日
は
、
誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

荻
窪
法
人
会
の
活
動
は

税
務
行
政
の
円
滑
な
運
営
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
も
の

来賓祝辞
荻窪税務署 署長　小幡吉昭
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新 理 事 紹 介
今年度は理事改選の年です。新副会長に鹿野修二新副会長、木山濃美新副会長が、新委員長に松澤和洋総務委員長、神谷次
彦研修委員長、岡博之広報委員長が選任されました。そのほかブロック長も改選され、山内秀夫第1ブロック長が就任されました。

会長・副会長

副会長
保坂房雄

［（株）保坂彫刻工業所］

会　長
小竹良夫

［東洋時計（株）］

副会長
井口一与

［（株）井口鉱油］

副会長
志村正之

［（株）志村運送］

副会長
柴田豊幸

［（株）チャイルド社］

副会長
鹿野修二

［（有）神田裁縫所］

副会長
木山濃美

［東京標識（株）］

理事常任 理 事（ ブ ロ ッ ク 長 ）

第3ブロック長
榊原 昭

［（株）アーバンファミリー］

第2ブロック長
河又雅之

［（株）河又］

第4ブロック長
秦 寿吉

［（株）秦工務店］

第5ブロック長
嶋 信介

［八欧産業（株）］

第1ブロック長
山内秀夫

［アイユーシー（株）］

常任理事（ 委員長 ）

社会貢献委員長
加藤敏行

［昌英塗装工業（株）］

総務委員長
松澤和洋

［（株）ロードランナー］

e-Tax普及推進委員長
八方淑夫

［（株）泉商会］

組織委員長
田中晴弘

［鳥羽建設（株）］

厚生事業委員長
岸岡秀直

［（株）西部旭建装］

税制委員長
山下民子

［八千代興業（株）］

研修委員長
神谷次彦

［東亜紙巧業（株）］

広報委員長
岡 博之

［（株）芳文社印刷］

理 事

組織副委員長
矢澤規充

［（有）春日園］

総務副委員長
小泉憲雄

［（有）尚文堂印刷所］

組織副委員長
永田政弘

［（株）永田商会］

研修副委員長
市川恵美

［丸二紙業（株）］

研修副委員長
宇田川武哉
［（株）ユア］

総務副委員長
木村達夫

［（株）栄設計］

総務副委員長
中山一昭

［（株）ジャパンスポーツ］

広報副委員長
真野 大

［富士商会（株）］

厚生事業副委員長
田辺一郎

［やよい運送（株）］

厚生事業副委員長
岡田匡史

［興振工業（株）］

厚生事業副委員長
葛和洋子

［（有）ウンタービンゼン］

税制副委員長
及川晃司

［（有）京桝屋］

税制副委員長
新井俊雄

［センチュリー 21（株）リアルタイム］

広報副委員長
小笠原秀明

［小笠原工務店（株）］
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新 理 事 紹 介

理 事（ 支 部 長 ）

第5支部長
秋山良仁

［（株）秋山自動車］

第6支部長
北出 肇

［（株）北出工務店］

第4支部長
皆川信一

［ジーエスケイ㈱］

第1支部長
臼田正雄

［臼田運輸（株）］

第7支部長
小俣富一

［（有）オマタエステート］

第8支部長
稲澤 修

［（株）日本ファクシミリ］

第9支部長
山崎照彦

［（有）佐野］

第17支部長
中川 一

［（株）岳丈工務店］

第16支部長
宍戸一之

［（株）プロフェッショナル・ジャパン］

第10支部長
小高延元　

［サンヤキン（株）］

第11支部長
井上徳成

［（有）信和プロジェクト］

第13支部長
渡辺 寛

［（宗）熊野神社］

第14支部長
多比良秀俊

［(株)ＴＨDesign］

第15支部長
北川昭秋

［（有）吉永商店］

第24支部長
高橋正志

［（株）ジロンジュエリー］

第22支部長
井川泰伸

［（有）井川エステート］

第23支部長
髙木功雄

［（有）アヴィラ］

第25支部長
平井政武

［（株）都留商事］

第21支部長
古田勝海

［三和工営（株）］

第19支部長
小作力雄

［（株）ケーコーポレーション］

第18支部長
中原章雄

［大新建設（株）］

理 事

社会貢献副委員長
織茂育代

［東信水産（株）］

社会貢献副委員長
川元賢一郎

［川元産業（株）］

e-Tax普及推進副委員長
大石剛生

［大總商事（株）］

e-Tax普及推進副委員長
石黒貞男

［（有）ヤマトエレクトロニクス］

e-Tax普及推進副委員長
岩倉永一

［アール・イー・マネジメント（株）］

理事 監 事

理事
井上和英

［豊多摩通運（株）］

理事
国保恵昭

［（株）まるや本社］

理事
水島隆明

［（株）興建社］

監事
野田とめ子

［野田造園（株）］

監事
八重幡清忠

［（株）サンメリット］

監事
佐々木 止

［（株）第一電工］



研修委員会
副会長 井口一与
委員長 神谷次彦
副委員長 山寺敏也

市川恵美
宇田川武哉

第1ブロック 神谷次彦
市川恵美

第2ブロック 成瀬雅人
第3ブロック 中根澄恵

大久保久子
第4ブロック 久保美穂子
第5ブロック 山寺敏也

清水弘道
青年部会 臼田和浩
女性部会 大久保久子

税制委員会
副会長 志村正之
委員長 山下民子
副委員長 及川晃司

新井俊雄
第1ブロック 新井俊雄

藤田佳寿子
第2ブロック 小俣　敦
第3ブロック 岩倉永一

小島麻里
第4ブロック 及川晃司
第5ブロック 小川尚彦
青年部会 岡部昭人
女性部会 三田恵子

藤田佳寿子
相談役 中原章雄
委員長推薦 小林誉光

e-Tax普及推進委員会
副会長 志村正之
委員長 八方淑夫
副委員長 大石剛生

石黒貞男
岩倉永一

第1ブロック 石黒貞男
第2ブロック 海野哲寿
第3ブロック 根田吉雄
第4ブロック 大石剛生
第5ブロック 長坂　剛
青年部会 宇田川武郎
女性部会 澤　智子
委員長推薦 前田薫範

広報委員会
副会長 鹿野修二
委員長 岡　博之
副委員長 真野　大

小笠原秀明
第1ブロック 髙橋伸次
第2ブロック 長末眞次
第3ブロック 多比良秀俊

前田薫範
第4ブロック 真野　大
第5ブロック 中山一昭

菊池雅樹
青年部会 根田吉雄
女性部会 東　文子

総務委員会
副会長 井口一与
委員長 松澤和洋
副委員長 小泉憲雄

木村達夫
中山一昭

第1ブロック 佐藤政行
第2ブロック 木村達夫
第3ブロック 立石健秀

矢澤規充
第4ブロック 松澤和洋

太田哲二
第5ブロック 中島康治
青年部会 野村浩嗣
女性部会 児玉慶子

組織委員会
副会長 柴田豊幸
委員長 田中晴弘
副委員長 小代　勉

北嶋　宏　
矢澤規充
長田　茂
永田政弘
野村浩司

第1ブロック 小代　勉
佐々木　止

第2ブロック 北嶋　宏　
町田　茂

第3ブロック 長田　茂
井垣淑雄

第4ブロック 永田政弘
大野木　潤

第5ブロック 野村浩司
高橋勇次

第1支部 大澤康男
堀籠正剛

第2支部 髙橋伸次
石田美弥子

第3支部 小代　勉
第4支部 後藤芳宏

石黒貞男
第5支部 矢島勝行

佐々木　止
第6支部 北出　肇
第7支部 北嶋　宏　

小俣富一
第8支部 田中弘治
第9支部 山崎照彦
第10支部 鈴木裕二
第11支部 江島利江
第12支部 石川邦夫

岡　博文

第13支部 鎌田政史
第14支部 井垣淑雄

佐々木　浩
第15支部 豊原俊二

浅賀康宏
第16支部 宍戸一之
第17支部 中川　一
第18支部 勝家朋枝
第19支部 大野木　潤
第20支部 永田政弘
第21支部 丹羽健雄
第22支部 高橋勇次
第23支部 清水弘道
第24支部 早川弘一
第25支部 野村浩司
青年部会 町田　茂
女性部会 勝家朋枝

厚生事業委員会
副会長 井口一与
委員長 岸岡秀直
副委員長 田辺一郎

葛和洋子
岡田匡史
畠山和男

第1ブロック 岸岡秀直
葛和洋子

第2ブロック 石村寛喜
第3ブロック 白石弘典

岡田匡史
第4ブロック 畠山和男

小作力雄
第5ブロック 小野瀬靖子

伊藤久範
青年部会 小張正就
女性部会 渡辺明子

野村眞理子
共済関係 平川光典

岩間　徹
東條美保
石川明義

社会貢献委員会
副会長 保坂房雄
委員長 加藤敏行
副委員長 織茂育代

川元賢一郎
宇田川　誠
柴田夏航

第1ブロック 加藤敏行
伊藤精人

第2ブロック 佐野龍雄
第3ブロック 柏原　聡

村崎小夜子
第4ブロック 宇田川　誠

辰巳祐介
第5ブロック 児玉慶子

加藤尚憲
青年部会 平井秀郷
女性部会 高橋美保
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新副会長・新常任理事ごあいさつ
新たに副会長になられた鹿野前広報委員長と木山前第1ブロック長をはじめ、今回の人事で常任理事になられた6名の方に

あいさつ文を寄稿していただきました。委員会活動やブロック運営などの今後の方針や目標が掲げられています。

総
務
委
員
長

松
澤
和
洋

出
会
い
力

副
会
長

鹿
野
修
二

荻
窪
は
オ
フ
イ
ス
街
で
も
ビ
ル
が
林
立
す
る
最
先

端
の
イ
ン
フ
ラ
が
整
っ
て
い
る
訳
で
も
な
い
。
そ
う

い
う
荻
窪
の
地
に
会
社
の
立
地
条
件
と
し
て
悩
み
な

が
ら
20
年
前
事
務
所
を
構
え
ま
し
た
。

転
入
後
す
ぐ
に
法
人
会
に
誘
わ
れ
、
第
3
ブ
ロ
ッ

ク
に
所
属
し
広
報
委
員
を
長
年
務
め
た
さ
せ
て
貰
い

ま
し
た
。
広
報
委
員
と
し
て
税
務
署
長
や
会
長
等
多

く
の
方
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

ま
る
で
自
叙
伝
を
何
冊
も
読
ん
だ
感
慨
を
持
ち
ま
し

た
。
創
業
時
の
辛
苦
な
ど
闘
争
劇
を
観
る
よ
う
な
話

も
あ
り
ま
し
た
。

こ
う
し
て
法
人
会
で
得
た
知
識
や
出
会
い
は
こ
の

地
で
就
業
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
す
る
意
欲
を

高
め
て
く
れ
ま
し
た
。
ま
た
多
く
の
関
心
を
共
有

し
、
理
解
し
て
く
れ
る
友
人
も
で
き
ま
し
た
。
外
の

地
か
ら
移
転
し
て
き
た
人
間
を
温
か
く
迎
え
入
れ
て

く
れ
た
荻
窪
法
人
会
に
は
感
謝
し
て
い
ま
す
。

荻
窪
に
は
ク
ー
ル
な
イ
ン
フ
ラ
が
な
く
て
も
人
と

人
が
出
会
え
る
ホ
ッ
ト
な
ソ
フ
ト
が
有
る
事
を
実
感

し
て
い
ま
す
。
見
知
ら
ぬ
他
人
が
そ
の
ま
ま
見
知
ら

ぬ
人
で
終
わ
る
こ
と
の
な
い
出
会
い
力
が
法
人
会
の

神
髄
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

仲
間
づ
く
り
の
出
来
る
会

副
会
長
・
源
泉
部
会
長

木
山
濃
美

こ
の
度
、
荻
窪
法
人
会
副
会
長
を
仰
せ
つ
か
り
ま

し
た
木
山
で
す
。

公
益
財
団
法
人
と
し
て
記
念
す
る
年
度
に
重
責
を

担
う
こ
と
に
な
り
、
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
す
。

小
竹
会
長
の
方
針
で
あ
り
ま
す
﹁
楽
し
く
、
良
き
伝

統
を
守
り
つ
つ
、
素
晴
ら
し
い
仲
間
づ
く
り
の
出
来

る
会
﹂
を
目
標
に
今
後
も
進
ん
で
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

私
も
法
人
会
の
活
動
の
中
で
良
き
先
輩
に
恵
ま

れ
、
会
社
の
経
営
・
運
営
に
大
変
参
考
に
さ
せ
て
頂

い
て
い
ま
す
。

今
後
は
引
き
続
き﹁
第
1
ブ
ロ
ッ
ク
﹂﹁
源
泉
部
会
﹂

を
担
当
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
の
で
、
更
な
る
ご

協
力
を
役
員
・
会
員
の
方
々
に
お
願
い
す
る
次
第
で

す
。微

力
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
会
長
を
補
佐
し
、
そ
し

て
会
員
の
皆
様
方
に
少
し
で
も
役
に
立
つ
よ
う
努
力

し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

仲
間
づ
く
り
の
出
来
る
会

こ
の
た
び
総
務
委
員
長
を
仰
せ
つ
か
り
ま
し

た
、
株
式
会
社
ロ
ー
ド
ラ
ン
ナ
ー
の
松
澤
和
洋
で

ご
ざ
い
ま
す
。

前
任
の
八
方
委
員
長
は
も
と
よ
り
、
錚
々
た
る

歴
代
の
総
務
委
員
長
の
お
顔
ぶ
れ
を
鑑
み
る
と
、

狗
尾
続
貂
の
後
任
と
な
り
心
苦
し
い
思
い
が
い
た

し
ま
す
が
、
精
一
杯
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
こ
う
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
奇
し
く
も
、
荻
窪
法
人
会
が
公
益
法
人

と
な
っ
て
最
初
の
総
務
委
員
長
と
い
う
こ
と
に
な

り
、
そ
の
重
責
に
も
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
が
し

て
お
り
ま
す
。

総
務
委
員
会
で
は
財
政
基
盤
確
立
の
推
進
・
予

算
収
支
の
堅
実
性
の
保
持
と
い
う
こ
と
を
重
点
項

目
に
掲
げ
て
お
り
ま
す
。
通
常
は
四
半
期
ご
と
年

4
回
の
委
員
会
を
行
い
ま
す
が
、
納
税
表
彰
式
や

総
会
、
理
事
会
の
運
営
も
総
務
委
員
会
の
仕
事
に

な
り
ま
す
。

事
務
局
と
も
連
携
を
密
に
し
て
、
万
事
遺
漏
の

な
い
よ
う
に
や
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
皆

様
の
ご
指
導
と
ご
鞭
撻
の
程
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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「
楽
し
い
」
を
モ
ッ
ト
ー
に

研
修
委
員
長

神
谷
次
彦

こ
の
度
、 
研
修
委
員
長
を
拝
命
致
し
ま
し
た
、 

東
亜
紙

巧
業
株
式
会
社
の
神
谷
次
彦
と
申
し
ま
す
。 

前
期
は
上
田
委
員
長
退
任
後
、
一
年
間
委
員
長
代
行
を

務
め
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。 
経
験
の
浅
い
私
で
し
た
が
、

皆
様
に
支
え
ら
れ
な
が
ら
、
何
と
か
責
務
を
全
う
出
来
た

の
か
な
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。 
二
期
目
と
な
る
今
期
は
、 

公
益
社
団
法
人
と 

し
て
新
た
に
ス
タ
ー
ト
致
し
ま
し
た
。

委
員
会
と
し
ま
し
て
は
、
特
に
留
意
す
る
点
と
し
て
、 

1
つ
目
は
、
か
ね
て
よ
り
小
竹
会
長
が
言
わ
れ
て
ま
す﹁
法

人
会
の
役
割
﹂
│
納
税
協
力
団
体
と
し
て
組
織
と
研
修
を

活
動
の
両
輪
に
、
申
告
納
税
制
度
の
普
及
推
進
に
努
め
る

こ
と
│
、 

2
つ
目
は
、
今
期 

先
に
発
表 

さ
れ
ま
し
た 

平

成
25
年
度
方
針
の
一
つ﹁
東
法
連 

加
入
率
第
一
位
の
達
成
﹂

に
向
け
て
会
の
運
営
を
行
い
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

以
上
を
踏
ま
え
、
今
後
も
新
し
い
税
務
知
識
や
経
営
に
役

立
つ
勉
強
を
い
ち
早
く
取
り
上
げ
、
少
し
で
も
会
員
の
皆

様
や
加
入
を
検
討
さ
れ
て
る
会
社
様
の
お
役
に
立
て
れ
ば

と
思
い
ま
す
。 

引
き
続
き
、
ご
意
見
、
ご
要
望
等
ご
ざ
い

ま
し
た
ら
研
修
委
員
、
事
務
局
へ
お
知
ら
せ
下
さ
い
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
今
後
も
微
力
な
が
ら
荻
窪
法
人

会
の 

活
性
化
に
向
け
て
頑
張
っ
て
行
く
所
存
で
す
。

つ
き
ま
し
て
は
、
皆
様
の
ご
指
導
、
ご
鞭
撻 

並
び
ご
協

力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

一
般
の
方
々
向
け
に
内
容
の
充
実
を

広
報
委
員
長

岡 

博
之

今
年
度
広
報
委
員
長
を
拝
命
い
た
し
ま
し
た
岡

で
ご
ざ
い
ま
す
。
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

広
報
委
員
会
は
荻
窪
法
人
会
活
動
を
ア
ピ
ー
ル

し
、
会
員
へ
の
情
報
伝
達
を
行
う
最
大
機
関
で
あ

り
ま
す
の
で
、
良
き
伝
統
は
継
続
し
つ
つ
、
広
報

誌
を
は
じ
め
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
各
種
ご
案
内
を
よ

り
ス
ム
ー
ズ
に
ご
理
解
お
届
け
で
き
る
よ
う
努
め

て
い
く
所
存
で
す
。
つ
き
ま
し
て
は
、
ブ
ロ
ッ
ク
・

支
部
、
会
員
諸
兄
よ
り
ご
意
見
ご
感
想
ア
イ
デ
ア

等
お
寄
せ
い
た
だ
け
る
と
幸
い
で
す
。
ま
た
今
年

度
は
公
益
法
人
認
可
初
年
度
で
も
あ
り
ま
す
の
で
、

荻
窪
税
務
署
を
は
じ
め
地
域
諸
団
体
に
ご
指
導
を

い
た
だ
き
な
が
ら
、
会
員
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
広

く
一
般
の
方
々
向
け
に
内
容
の
充
実
を
考
え
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

い
ず
れ
に
い
た
し
ま
し
て
も
皆
様
の
お
役
に
た

て
る
広
報
活
動
を
行
っ
て
ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま

す
の
で
ご
協
力
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

明
る
い
地
域
・
安
全
安
心
な
地
域
創
り

第
1
ブ
ロ
ッ
ク
長

山
内
秀
夫

初
め
に
、
こ
の
度
、
第
一
ブ
ロ
ッ
ク
長
に
ご
推
薦
い
た

だ
き
ま
し
た
事
、
心
よ
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
就

き
ま
し
て
は
﹁
第
一
ブ
ロ
ッ
ク
長
﹂
新
任
の
ご
挨
拶
を

申
し
上
げ
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
私
は
、
下
井
草
で
生
ま
れ

二
十
年
余
り
を
過
ご
し
ま
し
た
。
現
在
は
、
所
沢
の
住
民

で
は
御
座
い
ま
す
が
、
ご
縁
が
有
り
、
上
井
草
で
営
む
ア

イ
ユ
ー
シ
ー
（
株
）
に
お
世
話
に
成
っ
て
お
り
ま
す
。

社
団
法
人 

荻
窪
法
人
会
第
一
ブ
ロ
ッ
ク 

第
四
支
部
に

属
し
、
前
期
ま
で
支
部
長
を
仰
せ
付
か
り
、
法
人
会
活
動

を
行
っ
て
参
り
ま
し
た
。
そ
の
活
動
の
中
で
培
っ
た
地
域

へ
の
貢
献
を
更
に
生
か
す
べ
く
、
ブ
ロ
ッ
ク
役
員
一
同
の

方
々
と
共
に
法
人
会
活
動
を
さ
せ
て
頂
く
所
存
で
御
座

い
ま
す
。

ま
た
、
井
草
地
域
で
は
、
関
税
会
活
動
・
井
草
協
議
会

活
動
・
商
店
会
活
動
に
て
、
大
変
お
世
話
に
成
っ
て
お

り
、
法
人
会
活
動
と
の
融
合
を
し
、
明
る
い
地
域
・
安
全

安
心
な
地
域
創
り
の
モ
デ
ル
地
域
と
成
る
べ
く
、
皆
様
と

共
に
進
め
て
参
り
ま
す
。

皆
様
方
の
ご
理
解
並
び
に
ご
協
力
を
節
に
心
よ
り
お
願

い
申
し
上
げ
る
次
第
で
御
座
い
ま
す
。

会
員
の
皆
様
方
が
、
益
々
ご
繁
栄
致
し
ま
す
事
並
び
に

ご
健
勝
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

感
謝

新副会長・新常任理事ごあいさつ
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着任のごあいさつ

公
益
社
団
法
人
荻
窪
法
人
会
の
皆
様
方
に
は
、

益
々
ご
清
栄
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
度
の
人
事
異
動
に
よ
り
、
税
務
大
学
校
研

究
部
主
任
教
授
か
ら
荻
窪
税
務
署
長
を
拝
命
い
た

し
ま
し
た
村
田
で
ご
ざ
い
ま
す
。

前
任
の
小
幡
署
長
同
様
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

荻
窪
法
人
会
の
皆
様
に
は
、
平
素
か
ら
税
務
行

政
の
円
滑
な
運
営
に
つ
き
ま
し
て
、
深
い
ご
理
解

と
多
大
な
る
ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

荻
窪
法
人
会
は
、
昭
和
25
年
の
創
立
以
来
、﹁
税

知
識
の
普
及
﹂
と
﹁
納
税
意
識
の
高
揚
﹂
を
図
る

た
め
の
事
業
は
も
と
よ
り
、
地
域
社
会
へ
の
貢
献

を
目
的
と
し
た
社
会
貢
献
事
業
な
ど
も
積
極
的
に

行
わ
れ
て
い
る
大
変
歴
史
と
伝
統
の
あ
る
法
人
会

で
あ
る
と
伺
っ
て
お
り
ま
す
。

税
務
講
習
会
を
は
じ
め
税
知
識
向
上
の
た
め
の

各
種
研
修
会
、
会
員
の
ニ
ー
ズ
に
沿
っ
た
講
演
会
、

さ
ら
に
は
、
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
の
開
催

な
ど
活
発
な
事
業
活
動
を
実
施
し
て
い
た
だ
き
、

私
と
し
て
は
大
変
心
強
く
感
じ
て
い
る
と
こ
ろ
で

ご
ざ
い
ま
す
。

さ
て
、
近
年
の
税
務
行
政
を
取
り
巻
く
環
境

は
、
わ
が
国
社
会
の
構
造
的
な
変
化
や
経
済
の
グ

ロ
ー
バ
ル
化
に
伴
い
、
一
層
複
雑
か
つ
困
難
な
も
の

と
な
っ
て
い
る
中
で
、
行
政
の
透
明
性
・
効
率
化

の
実
現
、
納
税
者
利
便
の
向
上
な
ど
多
く
の
課
題

に
直
面
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
下
、
私
ど
も
、
税
務
行
政

に
携
わ
る
者
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
税
務
行
政
の

現
状
や
税
の
仕
組
み
な
ど
を
国
民
に
わ
か
り
易
く

説
明
し
、
納
税
者
の
税
に
対
す
る
理
解
を
深
め
て

い
く
こ
と
や
、
税
務
行
政
の
目
的
で
あ
る
﹁
適
正
・

公
平
な
課
税
と
徴
収
の
実
現
﹂
を
図
る
こ
と
に
よ

り
、
信
頼
さ
れ
る
税
務
行
政
の
確
立
に
向
け
、
努

力
を
続
け
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
れ
ら
を
達
成
す
る
に
は
、
税
務
行
政
の
良
き

理
解
者
で
あ
る
皆
様
の
お
力
添
え
が
何
よ
り
も
大

切
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。﹁
国
税
電
子
申
告
・

納
税
シ
ス
テ
ム
（
e

－

T
a
x
）﹂
の
更
な
る
利
用

拡
大
を
含
め
、
今
後
と
も
よ
り
一
層
の
ご
支
援
と

ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

結
び
に
あ
た
り
、
公
益
社
団
法
人
荻
窪
法
人
会

の
益
々
の
ご
発
展
と
、
会
員
の
皆
様
方
の
ご
健
勝
、

ご
事
業
の
ご
繁
栄
を
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、
着
任

の
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

荻
窪
税
務
署
長

村
田
孝
太
郎

法
人
担
当
副
署
長

塩
田
敏
彦

7月は署の異動の時期にあたります。1年間で異動される方、2年間で異動される方と期間はまちまちですが、荻
窪法人会においては役員会、ブロック研修会、各委員会、各部会で大変お世話になりました。着任された村
田孝太郎荻窪税務署長をはじめ税務署の幹部の方々には、今後多くの研修会で講師をお願いする事になる
と思います。ご指導、ご鞭撻のほどよろしくお願いいたします。

幹
部
の
ご
紹
介
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副 会 長 座 談 会
本 音 ト ー ク の 座 談 会 S E R I E S

岡
博
之
広
報
委
員
長　

本
日
は
副
会
長

座
談
会
と
い
う
こ
と
で
お
集
ま
り
い
た

だ
き
ま
し
た
。
前
回
、
小
竹
会
長
が
就

任
さ
れ
た
2
0
0
9
年
の
6
月
に
副
会

長
座
談
会
を
行
っ
て
い
ま
し
て
、
そ
の
と

き
に
公
益
法
人
の
こ
と
と
か
、
会
員
増

強
の
こ
と
と
か
、
い
ろ
い
ろ
と
話
が
出
ま

し
た
。
そ
こ
で
4
年
た
っ
て
ど
の
よ
う
に

変
わ
っ
た
か
、
現
状
の
こ
と
に
つ
い
て
お

話
し
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
ま

た
、
ブ
ロ
ッ
ク
で
の
副
会
長
の
役
割
、

ま
た
委
員
会
で
の
副
会
長
の
役
割
に
つ

き
ま
し
て
も
お
話
し
い
た
だ
け
れ
ば
と

思
い
ま
す
。

保
坂
房
雄
副
会
長　

公
益
法
人
は
、
法
人

会
と
し
て
は
い
ろ
い
ろ
大
変
だ
と
は
思
う

ん
で
す
が
、
今
ま
で
と
変
わ
ら
な
い
よ
う

に
や
れ
ば
い
い
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。
基
本
的
に
副
会
長
と
い
う
の
は
会
長

を
補
佐
す
る
の
は
当
た
り
前
で
す
が
、
簡

単
に
い
い
ま
す
と
、
ど
こ
の
ブ
ロ
ッ
ク
で

も
委
員
会
で
も
副
会
長
は
あ
ま
り
で
し

ゃ
ば
っ
ち
ゃ
い
け
な
い
と
思
う
ん
で
す
。

要
は
会
長
の
意
向
を
踏
ま
え
た
立
場
に
い

る
わ
け
だ
か
ら
、
各
委
員
会
な
ら
委
員

会
で
、
委
員
長
が
本
来
全
権
を
持
っ
て

や
っ
て
い
く
、
そ
れ
が
当
た
り
前
で
あ
っ

て
、
そ
れ
で
会
長
の
意
向
に
沿
わ
な
い
よ

う
な
こ
と
が
あ
れ
ば
、
ち
ょ
っ
と
待
て
よ

と
。
会
長
に
も
意
見
を
聞
い
て
み
る
よ
と

い
う
の
が
副
会
長
の
立
場
だ
と
思
う
ん
で

す
よ
。
委
員
長
が
ど
う
い
う
考
え
で
い
る

か
と
い
う
の
を
や
は
り
踏
ま
え
て
聞
い
て

い
か
な
い
と
、
あ
れ
は
駄
目
だ
、
こ
れ
は

駄
目
だ
と
い
っ
て
自
分
で
仕
切
っ
た
の
で

は
、
委
員
長
が
誰
だ
か
解
ら
な
く
な
っ
て

し
ま
う
。

　

あ
と
は
、
基
本
的
に
は
会
長
も
忙
し

い
か
ら
、
そ
れ
を
代
理
で
副
会
長
が
、
法

人
会
で
は
な
い
ほ
か
の
会
の
代
行
出
席
と

か
、
そ
う
い
う
こ
と
を
し
て
会
長
を
助
け

て
い
か
な
い
と
、
会
長
1
人
じ
ゃ
、
と
て

も
じ
ゃ
な
い
け
ど
や
っ
て
い
け
な
い
。
そ

の
辺
を
踏
ま
え
て
副
会
長
は
い
る
べ
き
じ

ゃ
な
い
か
な
と
私
は
思
い
ま
す
。

　

活
性
化
と
い
っ
て
も
、
今
ま
で
や
っ
て

い
る
こ
と
が
や
っ
ぱ
り
継
続
し
て
い
く
こ

と
が
必
要
、
今
回
、
柴
田
副
会
長
が
東
法

連
加
入
率
第
一
位
に
な
る
と
い
う
こ
と
を

目
標
に
さ
れ
て
い
る
。
そ
う
や
っ
て
打
ち

上
げ
て
や
ろ
う
と
い
う
の
も
活
性
化
に
つ

な
が
っ
て
い
く
様
に
思
い
ま
す
。

柴
田
豊
幸
副
会
長　

ほ
か
の
団
体
の
行
事

副会長の本来の役割とは。
組織率アップと仲間作りのバランス。
小竹会長のもと公益社団法人として初めて、各委員会・ブロック・支部の新体制がスタート
しました。副会長は小竹体制の動力となります。広報委員会では鹿野、木山両新副会長を
迎え、法人会のターニングポイントとなりえるこの時期に副会長としてどう活動していくべ
きか語っていただきました。

毎号、座談会を組んでいます。テーマは毎回替わります。定期的なテーマを題材にしたり、その時々の話題に沿って
話を進める場合もあります。会員勧奨や社会貢献など話の幅は大きく設定しますが、法人会への思障ない意見を聞きます。

座談会について

出席者：	保坂房雄副会長
	 柴田豊幸副会長
	 鹿野修二副会長
	 木山濃美副会長
司　会：	岡博之広報委員長
	 真野大広報副委員長
	 小笠原秀明広報副委員長

副
会
長
は
会
長
を
補
佐
す
る

法
人
会
の
長
い
歴
史
の
中
で

培
っ
て
き
た
も
の
を

皆
さ
ん
に
伝
え
て
い
く
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柴田豊幸副会長

保坂房雄副会長

鹿野修二副会長

木山濃美副会長

真野大広報副委員長

小笠原秀明広報副委員長

岡博之広報委員長

正
副
会
長
会
に
伝
え
る
か
と
い
う
こ
と
が

重
要
な
問
題
だ
と
思
い
ま
す
。
委
員
長

と
し
て
経
験
し
ま
し
た
が
、
副
会
長
の
役

割
、
人
に
よ
っ
て
ス
タ
ン
ス
が
違
う
の
で
、

そ
こ
を
見
間
違
え
て
し
ま
う
と
思
わ
ぬ
方

向
に
行
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
る
。
そ
こ

は
き
ち
っ
と
委
員
会
の
サ
ポ
ー
ト
を
ど
う

し
て
い
く
か
を
自
分
で
考
え
て
い
か
な
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

あ
と
、
ブ
ロ
ッ
ク
も
同
じ
で
す
が
、
ブ

ロ
ッ
ク
の
難
し
さ
も
あ
る
ん
だ
と
思
い
ま

す
。
新
任
な
の
で
、
副
会
長
の
役
割
が
見

え
て
な
い
の
で
、
委
員
会
よ
り
も
ブ
ロ
ッ

ク
の
方
が
複
雑
な
と
こ
ろ
も
あ
る
の
で
、

こ
れ
か
ら
少
し
ず
つ
先
輩
の
副
会
長
に
教

わ
り
な
が
ら
や
っ
て
い
き
た
い
。

　

柴
田
副
会
長
も
、
木
山
副
会
長
も
言
い

ま
し
た
け
れ
ど
も
、
公
益
法
人
に
な
っ
て

今
ま
で
の
法
人
会
と
は
少
し
活
動
が
変
わ

っ
て
く
る
と
思
い
ま
す
。
地
域
に
対
し
て

ど
う
向
き
合
う
か
と
い
う
こ
と
が
出
て
く

る
。
そ
こ
も
こ
れ
か
ら
新
し
い
課
題
だ
と

に
小
竹
会
長
は
出
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
わ
け

で
す
が
、
そ
れ
も
わ
れ
わ
れ
も
出
て
、
ほ

か
の
団
体
と
も
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取

っ
て
い
く
と
い
う
形
で
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を

し
て
い
き
た
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
と
、
各
委
員
会
、
ブ
ロ
ッ
ク
と
の

橋
渡
し
と
い
う
こ
と
で
、
今
、
保
坂
副
会

長
か
ら
も
お
話
が
あ
り
ま
し
た
が
、
各
委

員
長
、
ブ
ロ
ッ
ク
長
を
立
て
て
い
く
と
い

う
こ
と
、
当
然
私
も
そ
う
思
い
ま
す
。
そ

し
て
、
小
竹
会
長
の
意
向
を
伝
え
て
い
く

と
い
う
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　

そ
れ
と
も
う
1
つ
、
荻
窪
法
人
会
の
長

い
歴
史
の
中
で
培
っ
て
き
た
も
の
、
そ
う

い
う
も
の
を
こ
こ
に
い
る
副
会
長
が
皆
さ

ん
に
伝
え
て
い
く
こ
と
も
大
き
な
役
割
な

の
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

公
益
法
人
に
つ
い
て
で
す
が
、
も
う
公

益
法
人
に
な
っ
た
の
で
、
今
後
ど
う
し
て

い
く
か
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
や
は
り
公

益
性
と
い
う
こ
と
を
考
え
る
と
、
個
人
会

員
（
個
人
の
仕
事
、
商
売
を
し
て
い
る
人

た
ち
）
を
も
っ
と
法
人
会
に
入
れ
て
い
っ

て
、
公
益
法
人
と
し
て
の
活
性
化
と
い
う

も
の
を
も
っ
と
考
え
た
い
な
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　

幸
い
荻
窪
税
務
署
管
轄
地
区
の
中
で
、

僕
は
荻
窪
法
人
会
と
い
う
の
は
一
番
力
が

あ
っ
て
一
番
大
き
な
団
体
だ
と
思
っ
て
い

る
の
で
、
こ
れ
を
も
っ
と
強
く
し
て
、
法

人
だ
け
に
限
ら
ず
地
域
の
活
性
化
と
い
う

も
の
を
図
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ

の
こ
と
も
あ
っ
て
組
織
率
の
ア
ッ
プ
と
い

う
こ
と
を
考
え
て
い
る
わ
け
で
、
そ
の
組

織
率
の
ア
ッ
プ
の
中
に
は
当
然
法
人
会
員

を
増
強
す
る
と
い
う
こ
と
も
入
っ
て
お
り

ま
す
の
で
、
そ
う
い
う
観
点
か
ら
も
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

木
山
濃
美
副
会
長　

新
任
の
木
山
で
す
。

保
坂
副
会
長
、
柴
田
副
会
長
の
ご
意
見
を

拝
聴
し
つ
つ
、
私
は
一
応
副
会
長
と
い
う

形
に
な
っ
て
、
皆
さ
ん
が
お
っ
し
ゃ
っ
た

よ
う
に
、
会
長
の
サ
ブ
で
あ
る
こ
と
は
間

違
い
な
い
し
、
伝
統
継
続
と
い
う
か
、
そ

の
辺
を
ず
っ
と
守
り
つ
つ
今
後
も
活
動
し

た
い
。

　

先
ほ
ど
柴
田
副
会
長
が
お
っ
し
ゃ
っ
て

い
ま
し
た
け
れ
ど
、
第
1
ブ
ロ
ッ
ク
は
、

今
ま
で
ブ
ロ
ッ
ク
長
を
や
ら
せ
て
も
ら

っ
て
い
ま
し
た
が
、﹁
フ
ラ
ワ
ー
ロ
ー
ド
﹂

と
い
う
事
業
が
あ
り
ま
し
て
、
ご
近
隣
、

町
会
で
あ
っ
た
り
、
あ
と
は
そ
こ
の
商
店

街
で
あ
っ
た
り
、
わ
り
と
接
点
が
今
ま
で

少
な
か
っ
た
か
な
と
思
い
ま
す
。
で
き
る

だ
け
そ
う
い
う
も
の
で
接
点
を
も
つ
。
接

点
を
持
つ
こ
と
に
よ
っ
て
、
ま
た
融
合
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
そ
う
い
う
話
が
で
き
た

ら
そ
れ
が
ま
ち
の
活
性
化
と
い
う
か
、
ま

ち
全
体
に
つ
な
が
れ
ば
い
い
か
な
と
思
っ

て
い
ま
す
。

鹿
野
修
二
副
会
長　

副
会
長
の
役
割
の
中

で
、
1
つ
は
委
員
会
の
決
定
事
項
を
ど
う

委
員
会
の
サ
ポ
ー
ト
を

ど
う
し
て
い
く
か
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思
い
ま
す
。
柴
田
副
会
長
の
組
織
率
を
ト

ッ
プ
に
持
っ
て
い
く
と
い
う
お
話
し
は
、

確
か
な
数
字
の
裏
づ
け
が
あ
っ
て
お
っ
し

ゃ
っ
て
い
る
ん
だ
ろ
う
と
。
そ
こ
を
組
織

委
員
会
、
各
会
員
が
ど
う
そ
れ
を
実
行
し

て
い
く
か
。﹁
副
会
長
の
役
割
と
し
て
こ
う

い
う
こ
と
を
す
る
ん
だ
﹂﹁
そ
れ
は
裏
づ
け

が
あ
っ
て
や
る
ん
だ
﹂
と
い
う
、
そ
う
い

う
指
針
を
出
せ
る
か
ど
う
か
と
い
う
の
も

か
な
り
副
会
長
と
し
て
は
必
要
な
要
素
な

の
か
な
と
感
じ
て
い
ま
す
。

岡　

い
ろ
い
ろ
と
各
副
会
長
担
当
の
ブ

ロ
ッ
ク
が
あ
る
と
思
う
ん
で
す
け
れ
ど

も
、
支
部
に
つ
い
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か

ね
。
副
会
長
の
立
場
か
ら
見
た
感
じ
、

支
部
の
活
動
と
い
う
の
は
ま
ち
ま
ち
で

あ
る
と
思
う
ん
で
す
け
れ
ど
も
。

保
坂　

法
人
会
自
体
が
私
は
仲
間
作
り
だ

と
思
っ
て
い
ま
す
。

柴
田　

支
部
の
活
動
に
つ
い
て
と
い
う
こ

と
で
す
け
ど
、
自
分
の
支
部
は
分
か
る
ん

で
す
け
ど
、
そ
れ
以
外
の
支
部
が
ど
う

い
う
活
動
を
し
て
い
る
か
よ
く
分
か
ら
な

い
。
ブ
ロ
ッ
ク
の
活
動
は
分
か
る
の
で
す

が
。
そ
う
い
う
こ
と
を
踏
ま
え
て
考
え
た

と
き
、
や
は
り
自
分
の
支
部
は
も
と
も

と
、
今
、
ブ
ロ
ッ
ク
長
を
や
っ
て
い
る
嶋

さ
ん
が
支
部
長
だ
っ
た
の
で
、
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
を
発
揮
し
て
き
ち
っ
と
や
っ
て
く

れ
て
い
る
し
、
引
き
続
き
井
川
さ
ん
が
今

や
っ
て
ま
す
け
ど
も
、
非
常
に
い
い
感
じ

で
や
っ
て
き
て
い
る
な
と
。
そ
う
い
う
こ

と
を
見
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
支
部
の
リ
ー

ダ
ー
が
一
番
大
事
な
の
か
な
と
。
た
だ
今

は
法
人
会
の
組
織
と
し
て
は
リ
ー
ダ
ー
を

育
成
し
て
い
く
と
か
い
う
と
こ
ろ
ま
で
踏

み
込
ん
で
い
な
い
わ
け
で
、
支
部
の
活
性

化
だ
と
か
、
支
部
、
ブ
ロ
ッ
ク
の
話
に
な

っ
た
と
き
に
、
リ
ー
ダ
ー
育
成
と
い
う
こ

と
を
本
気
で
や
ら
な
い
と
な
か
な
か
難
し

い
の
か
な
と
い
う
気
は
し
て
い
ま
す
。
た

だ
法
人
会
と
い
う
と
こ
ろ
が
そ
こ
ま
で
や

る
組
織
な
の
か
、
や
ら
な
い
の
か
。
そ
の

辺
の
判
断
が
難
し
い
で
す
。

岡
　
ブ
ロ
ッ
ク
長
と
副
会
長
の
役
割
と

構
造
の
関
係
性
を
う
ま
く
や
ら
な
い
と
、

と
い
う
話
が
以
前
出
て
い
ま
し
た
。
今
、

お
話
が
あ
っ
た
よ
う
に
、
そ
う
い
っ
た
面

も
多
少
ブ
ロ
ッ
ク
ご
と
、
ま
た
副
会
長

担
当
の
と
こ
ろ
で
も
い
ろ
い
ろ
と
あ
る
の

か
な
と
い
う
感
じ
は
し
ま
す
が
、
そ
の

辺
も
踏
ま
え
て
木
山
副
会
長
、
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。

木
山　

経
験
が
あ
る
の
で
ブ
ロ
ッ
ク
長

の
責
任
や
役
割
分
担
は
心
得
て
い
る
つ

も
り
で
す
が
、
関
与
を
し
な
い
と
い
う

こ
と
で
は
な
く
、﹁
そ
れ
を
こ
う
や
っ
た

ら
？
﹂
み
た
い
な
こ
と
は
今
後
は
で
き
る

だ
け
避
け
て
い
き
た
い
な
と
い
う
思
い
が

あ
り
ま
す
。

鹿
野　

そ
う
で
す
ね
。
今
ど
ち
ら
か
と
い

う
と
支
部
が
活
動
す
る
よ
り
も
ブ
ロ
ッ
ク

が
主
体
に
な
っ
て
活
動
す
る
こ
と
が
多
く

な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
予
算
や
、
人
材
の

問
題
と
い
う
か
、
ブ
ロ
ッ
ク
の
活
動
の
中

に
支
部
が
入
っ
て
や
っ
て
い
る
方
が
何
と

な
く
や
り
や
す
い
の
で
し
ょ
う
か
。

　

こ
の
間
、
第
3
ブ
ロ
ッ
ク
役
員
会
が
あ

っ
た
の
で
す
が
、
全
員
の
役
員
が
1
人
残

ら
ず
参
加
す
る
。
そ
れ
だ
け
ブ
ロ
ッ
ク
に

対
す
る
思
い
入
れ
が
各
支
部
長
や
役
員
が

強
い
ん
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
そ
の
ま
ま

支
部
に
移
行
す
る
と
き
の
難
し
さ
を
そ
れ

ぞ
れ
の
支
部
長
は
知
っ
て
い
る
。

　

た
だ
、
昔
か
ら
そ
う
で
す
け
ど
、
支
部

が
あ
っ
て
の
ブ
ロ
ッ
ク
と
い
う
こ
と
な
の

で
、
支
部
活
動
を
ど
う
や
っ
て
い
く
か
と

い
う
こ
と
を
ブ
ロ
ッ
ク
と
支
部
が
考
え
る

必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

柴
田　

ど
こ
ま
で
法
人
会
が
関
与
し
て
や

副
会
長
の
立
場
か
ら

支
部
の
活
動
と
は

ピ
ラ
ミ
ッ
ド
式
の
組
織

支
部
が
あ
っ
て
の
ブ
ロ
ッ
ク
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る
か
で
す
ね
。
当
然
組
織
な
の
で
ピ
ラ
ミ

ッ
ド
型
で
な
い
と
い
け
な
い
。
そ
の
各
ピ

ラ
ミ
ッ
ド
が
、
1
つ
の
山
に
な
る
わ
け
で
、

そ
れ
が
バ
ラ
バ
ラ
な
高
さ
の
ピ
ラ
ミ
ッ
ド

に
な
っ
て
き
て
い
る
わ
け
で
し
ょ
う
。
そ

れ
を
き
ち
っ
と
し
た
同
じ
レ
ベ
ル
の
高
さ

ま
で
法
人
会
と
し
て
持
っ
て
い
く
の
か
、

自
由
に
い
ろ
ん
な
高
さ
が
あ
っ
た
り
す
る

の
を
う
ま
く
1
つ
の
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
に
し
て
、

組
織
に
す
る
の
か
。
そ
の
辺
を
ど
こ
ま
で

や
る
か
と
い
う
こ
と
を
1
回
み
ん
な
で
決

め
な
い
と
い
か
ん
な
と
思
い
ま
す
。
た
だ
、

決
め
る
こ
と
が
い
い
の
か
悪
い
の
か
も
よ

く
分
か
ら
な
い
で
す
ね
、
難
し
い
と
こ
ろ

で
す
。

鹿
野　

少
な
く
と
も
、
い
い
た
い
こ
と
が

い
え
て
と
い
う
の
が
い
い
で
す
ね
。
ピ
ラ

ミ
ッ
ド
の
形
も
い
ろ
ん
な
形
が
あ
る
だ
ろ

う
し
。
も
し
か
し
た
ら
連
峰
と
い
う
ん
で

す
か
、
い
ろ
ん
な
山
が
あ
っ
て
、
そ
れ
が

1
つ
の
形
に
な
っ
て
い
る
こ
と
だ
っ
て
あ

る
か
も
し
れ
な
い
。

　

ど
ち
ら
か
収
斂
し
な
が
ら
い
い
方
向
に

向
か
う
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

柴
田　

や
っ
ぱ
り
発
展
、
成
功
を
し
て
い

こ
う
と
い
う
形
に
な
れ
ば
、
そ
れ
は
き
ち

っ
と
し
た
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
に
す
べ
き
な
ん
だ

と
僕
は
思
い
ま
す
。

鹿
野　

総
意
を
つ
く
る
と
い
う
こ
と
も
大

事
で
す
。
そ
う
い
う
意
味
で
は
ち
ゃ
ん
と

し
た
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
の
形
を
持
っ
て
い
る
と

い
う
の
は
、
活
動
と
す
れ
ば
や
り
や
す
い

と
は
思
い
ま
す
。

木
山　

私
も
そ
う
い
っ
た
意
味
で
い
く

と
、
皆
さ
ん
と
法
人
会
に
対
す
る
思
い
入

れ
は
同
じ
か
と
思
い
ま
す
。
ブ
ロ
ッ
ク
・

支
部
の
活
性
化
が
一
番
大
切
な
要
素
か
な

と
思
い
ま
す
。
法
人
会
を
介
し
て
、
よ
り

よ
い
関
係
を
会
員
の
皆
様
と
共
に
構
築
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

柴
田　

い
ろ
ん
な
高
さ
の
山
が
、
支
部
と

い
う
山
が
あ
っ
て
、
ブ
ロ
ッ
ク
と
い
う
山

が
そ
れ
ぞ
れ
の
高
さ
で
違
っ
て
い
て
、
そ

れ
で
組
織
を
も
っ
と
活
性
化
を
し
て
い
こ

う
と
い
う
と
き
に
何
を
考
え
る
か
と
い
う

と
、
や
は
り
み
ん
な
の
気
持
ち
を
1
つ
の

方
向
へ
持
っ
て
い
こ
う
と
い
う
こ
と
に
理

論
的
に
は
な
る
の
で
、
そ
う
し
た
と
き
に

や
は
り
公
益
法
人
で
あ
り
、
そ
れ
か
ら
、

そ
れ
を
踏
ま
え
て
考
え
て
東
法
連
組
織

率
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
と
い
う
こ
と
だ
と
思
う

ん
で
す
。
自
分
が
組
織
率
東
法
連
ナ
ン
バ

ー
ワ
ン
と
い
う
こ
と
で
お
話
を
さ
せ
て
い

た
だ
い
て
、
そ
の
反
応
は
自
分
が
考
え
て

い
る
以
上
に
皆
さ
ん
あ
る
と
。
何
か
そ
う

い
う
ベ
ク
ト
ル
を
1
つ
の
方
向
へ
持
っ
て

い
く
目
的
と
い
う
も
の
を
僕
は
お
話
し
し

て
、
そ
れ
に
み
ん
な
が
割
合
乗
っ
て
く
れ

て
い
る
ん
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

岡　

会
員
増
強
と
い
う
か
、
上
昇
す
る
と

い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
。

保
坂　

そ
れ
は
、
組
織
の
方
々
が
そ
の
よ

う
に
し
た
い
と
、
方
向
を
示
し
た
と
い
う

こ
と
は
そ
う
い
う
ふ
う
に
し
て
み
ん
な
で

動
い
て
い
か
な
き
ゃ
い
け
な
い
こ
と
だ
と

思
い
ま
す
。
や
っ
ぱ
り
先
ほ
ど
も
い
っ
た

よ
う
に
、
そ
れ
も
活
性
化
に
つ
な
が
る
わ

け
だ
か
ら
、
み
ん
な
で
そ
っ
ち
の
方
向
を

向
こ
う
よ
と
。
そ
う
い
う
こ
と
で
い
い
ん

じ
ゃ
な
い
か
な
と
思
い
ま
す
。
総
体
的
に

動
い
て
い
れ
ば
、
誰
で
も
や
は
り
、
法
人

会
は
仲
間
、
さ
っ
き
か
ら
い
っ
て
い
ま
す

け
ど
仲
間
作
り
と
、
私
は
法
人
会
で
い
ろ

ん
な
方
と
知
り
合
っ
て
、
い
い
先
輩
、
多

く
の
皆
様
と
知
り
合
っ
て
、
自
分
に
も
刺

激
に
な
り
、
い
い
こ
と
だ
っ
た
か
な
と
思

い
ま
す
。
皆
さ
ん
に
法
人
会
に
入
っ
て
仲

間
を
つ
く
っ
て
い
っ
て
も
ら
え
れ
ば
と
、

常
々
に
思
っ
て
い
る
ん
で
す
。

柴
田　

昔
、
も
う
10
年
前
ぐ
ら
い
か
な
、

や
は
り
先
輩
方
に
個
人
的
に
と
い
う
か
、

東
法
連
組
織
率
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン

法
人
会
は
仲
間
作
り

法
人
会
へ
恩
返
し
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﹁
お
返
し
を
し
な
き
ゃ
い
け
な
い
と
思
っ
て

い
る
ん
だ
け
ど
、
ど
う
い
う
ふ
う
に
し
た

ら
い
い
ん
で
し
ょ
う
か
ね
﹂
み
た
い
な
こ

と
を
あ
る
先
輩
に
聞
い
た
ん
で
す
け
ど
、

そ
し
た
ら
、﹁
お
れ
ら
に
は
い
い
か
ら
、
君

に
そ
う
い
う
気
持
ち
が
あ
る
の
な
ら
後
輩

に
返
せ
﹂
と
い
う
こ
と
を
い
わ
れ
た
ん
で

す
。
今
あ
え
て
今
期
か
ら
青
年
部
担
当
の

副
会
長
と
い
う
こ
と
で
や
ら
さ
せ
て
い
た

だ
く
ん
で
す
け
ど
も
、
そ
れ
も
そ
の
気
持

ち
が
あ
っ
て
、
気
持
ち
だ
け
あ
っ
て
な
か

な
か
そ
う
い
う
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の

で
、
時
期
的
に
も
こ
こ
で
や
ら
な
い
と
、

若
い
人
た
ち
と
年
代
的
に
も
離
れ
て
い
く

の
で
、
何
と
か
青
年
部
担
当
を
副
会
長
と

し
て
や
ら
せ
て
ほ
し
い
と
い
う
こ
と
を
小

竹
さ
ん
に
お
願
い
し
て
や
ら
せ
て
い
た
だ

い
た
ん
で
す
け
ど
、
そ
う
い
う
こ
と
が
や

は
り
大
事
な
の
か
な
と
い
う
ふ
う
に
思
っ

て
お
り
ま
す
。

鹿
野　

今
の
話
と
つ
な
が
る
か
分
か
り
ま

せ
ん
が
、
よ
く
企
業
に
は
立
地
と
い
う
こ

と
が
あ
る
。
例
え
ば
シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー
に

は
I
T
産
業
が
入
っ
て
く
る
と
か
、
川
崎

だ
っ
た
ら
ま
ち
の
工
場
の
よ
う
な
も
の
な

ど
。
そ
う
い
う
立
地
だ
と
仕
事
が
や
り

や
す
く
な
る
と
い
う
こ
と
が
あ
る
と
思
い

ま
す
。
荻
窪
は
特
に
そ
う
い
う
こ
と
が
な

い
。
で
も
、
新
し
く
入
っ
て
き
た
企
業
が

荻
窪
に
来
て
よ
か
っ
た
な
と
。
こ
こ
で
仕

事
を
し
て
よ
か
っ
た
と
い
う
雰
囲
気
が
つ

く
れ
る
と
い
う
の
は
、
柴
田
さ
ん
や
保
坂

さ
ん
が
お
っ
し
ゃ
っ
た
よ
う
に
、
人
間
関

係
の
構
築
だ
と
思
い
ま
す
。
で
も
そ
れ
は

す
ぐ
に
分
か
ら
な
い
。
初
め
て
来
た
企
業

の
人
は
。
そ
れ
で
も
法
人
会
に
入
っ
て
く

れ
ば
、
こ
こ
に
来
て
よ
か
っ
た
と
。
先
輩

後
輩
の
関
係
と
か
、
世
話
に
な
っ
た
と
か

と
い
う
こ
と
が
じ
ん
わ
り
と
わ
か
る
時
が

く
る
。

　

何
が
荻
窪
の
魅
力
か
と
い
う
、
具
体
的

に
何
が
あ
る
わ
け
じ
ゃ
な
い
ん
だ
け
れ
ど

も
、
来
て
よ
か
っ
た
な
と
い
う
、
そ
う
い

う
の
も
い
い
で
す
よ
ね
。

保
坂　

昔
、
杉
並
区
は
工
場
が
点
在
し
て

お
り
良
か
っ
た
の
で
す
が
、
と
い
う
の
も

中
島
飛
行
機
の
後
、
富
士
精
密
、
そ
し

て
日
産
の
ロ
ケ
ッ
ト
工
場
と
な
り
時
計
部

品
な
ど
を
作
る
梅
田
ネ
ー
ム
プ
レ
ー
ト
と

い
っ
た
大
き
な
工
場
が
あ
っ
た
た
め
、
中

央
線
ま
た
西
武
線
か
ら
の
通
勤
者
が
大
勢

い
た
し
、
近
く
に
間
借
り
し
た
り
と
商
店

街
も
潤
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
今
で
は
昔

の
面
影
も
な
く
商
店
も
ほ
と
ん
ど
無
く
な

り
、
夜
に
な
る
と
暗
い
街
に
な
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。

　

マ
ン
シ
ョ
ン
が
出
来
る
と
人
が
多
く
な

る
か
ら
と
期
待
し
て
い
た
所
も
現
在
は
や

め
て
し
ま
っ
た
状
態
で
す
。
杉
並
区
の
方

針
で
は
住
宅
地
に
し
た
い
意
向
が
あ
る
よ

う
で
、
私
の
家
の
付
近
に
は
ク
イ
ン
ズ
伊

勢
丹
、
サ
ミ
ッ
ト
と
コ
ジ
マ
な
ど
あ
る
た

め
住
環
境
は
便
利
に
な
り
、
住
み
や
す
く

な
っ
た
こ
と
は
確
か
で
す
。
大
型
マ
ン
シ
ョ

ン
が
今
も
出
来
て
い
る
た
め
、
近
く
の
小

学
校
は
杉
並
区
一
番
の
児
童
数
に
な
っ
た

よ
う
で
す
。

　

人
口
が
増
加
し
て
大
き
な
工
場
で
も
誘

致
し
て
く
れ
れ
ば
多
少
工
業
・
商
店
も
明

る
さ
が
見
え
て
く
る
か
な
と
も
思
っ
て
い

ま
す
。

保
坂　

そ
う
そ
う
。
学
区
域
以
外
か
ら
の

編
入
は
こ
れ
か
ら
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
よ

う
で
す
。
こ
れ
か
ら
ど
の
よ
う
に
な
る
か

わ
か
ら
な
い
の
で
す
が
、
政
治
は
あ
ま
り

好
き
で
は
な
い
け
れ
ど
、
杉
並
区
が
ど
う

動
く
か
み
て
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
考
え

て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。

柴
田　

荻
窪
の
法
人
と
い
う
か
、
み
ん
な

の
連
帯
感
と
い
う
か
、
仲
間
意
識
と
い
う

か
、
そ
う
い
う
も
の
が
非
常
に
ほ
か
の
地

区
と
比
べ
て
強
い
の
か
な
と
。
非
常
に
仲

間
を
大
事
に
す
る
、
そ
う
い
う
気
持
ち
が

強
い
の
か
な
。

　

も
う
1
つ
は
、
や
は
り
法
人
会
に
い
る

人
た
ち
の
人
間
性
が
高
い
の
か
な
と
い
う

気
が
し
て
ま
す
よ
ね
。
人
間
性
が
高
い

と
い
う
の
は
、
よ
く
も
悪
く
も
わ
り
あ
い

み
ん
な
お
お
ら
か
な
人
が
多
い
。
都
心
と

か
、
あ
る
い
は
大
企
業
の
人
た
ち
を
見
て

い
る
と
、
お
お
ら
か
さ
が
今
の
日
本
の
企

業
に
し
て
も
、
大
企
業
の
人
た
ち
も
あ
ま

り
な
く
て
、
利
益
主
義
と
い
う
か
、
あ
る

い
は
い
ろ
ん
な
労
働
基
準
法
的
な
問
題
も

あ
っ
た
り
、
あ
る
い
は
、
セ
ク
ハ
ラ
だ
、

パ
ワ
ハ
ラ
だ
と
か
あ
っ
て
、
ぴ
り
ぴ
り
ぴ

り
ぴ
り
し
て
い
る
ん
だ
よ
ね
。
そ
う
い
う

も
の
の
中
に
い
る
人
た
ち
、
そ
う
い
う
も

の
を
非
常
に
い
つ
も
見
て
い
る
人
た
ち
か

ら
す
る
と
、
荻
窪
の
人
た
ち
っ
て
す
ご
い

お
お
ら
か
な
ん
で
す
ね
。
そ
れ
を
や
は
り

こ
れ
か
ら
も
大
事
に
し
て
い
く
し
、
そ
れ

か
ら
、
そ
う
い
う
こ
と
を
荻
窪
の
よ
さ
だ

と
い
う
こ
と
も
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
く
必
要

も
あ
る
の
か
な
と
い
う
ふ
う
に
感
じ
て
い

ま
す
ね
。

木
山　

私
は
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
外
様

と
い
う
か
、
よ
そ
者
な
ん
で
す
け
ど
、
こ

こ
へ
、
荻
窪
の
地
に
、
最
初
の
う
ち
は
練

馬
と
杉
並
の
区
境
辺
り
に
い
た
ん
で
す
け

企
業
が
荻
窪
に
来
て
よ
か
っ
た
な
と

杉
並
区
が

ど
う
い
う
動
き
を
す
る
か

法
人
会
会
員
の
人
間
性
の
高
さ
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か
、
あ
っ
た
と
き
に
、
そ
ん
な
こ
と
も
し

て
ら
れ
な
い
。
そ
う
い
う
面
で
は
先
輩
方

と
、
年
は
私
の
方
が
い
っ
て
い
る
か
も
わ

か
り
ま
せ
ん
け
ど
、
そ
う
い
っ
た
意
味
で

は
あ
っ
た
か
い
な
っ
て
。

保
坂　

最
後
に
ま
た
、
そ
う
い
う
意
味
に

つ
な
が
る
か
ど
う
か
と
い
う
の
は
考
え
方

だ
と
思
う
ん
だ
け
ど
も
、
結
局
私
が
思

う
に
、
こ
れ
は
皆
さ
ん
の
、
各
企
業
の
ほ

と
ん
ど
社
長
さ
ん
の
集
ま
り
な
わ
け
で
す

よ
、
ほ
と
ん
ど
経
営
者
陣
の
ね
。

　

本
来
こ
う
い
う
団
体
の
人
間
の
付
き
合

い
方
と
自
分
の
会
社
と
、
同
じ
よ
う
な
考

経
営
の
勉
強
と
人
間
の
勉
強

ど
、
た
ま
た
ま
事
務
所
を
引
っ
越
す
と
き

に
杉
並
の
上
井
草
と
い
う
、
そ
れ
で
、
そ

の
こ
ろ
か
ら
私
も
か
じ
り
な
が
ら
青
年
部

会
へ
入
っ
た
り
、
そ
ん
な
こ
と
を
。
で
す

か
ら
、
そ
の
と
き
の
両
副
会
長
さ
ん
と
も

ご
一
緒
さ
せ
て
も
ら
っ
た
り
、
そ
れ
か
ら
、

お
付
き
合
い
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
る
中
で
、

私
は
何
か
人
間
性
と
し
て
は
ち
ょ
っ
と
皆

さ
ん
あ
っ
た
か
い
な
と
い
う
よ
う
な
感
じ

は
常
日
ご
ろ
か
ら
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
う

い
っ
た
意
味
で
、
先
ほ
ど
お
っ
し
ゃ
っ
て
い

ま
し
た
、
本
当
に
大
企
業
な
ん
か
に
勤
め

て
て
、
大
企
業
が
い
い
と
か
悪
い
と
か
と

い
う
話
じ
ゃ
な
く
て
、
あ
る
と
き
は
ぴ
り

ぴ
り
感
も
必
要
で
し
ょ
う
け
ど
、
ど
ち
ら

か
と
い
う
と
法
人
会
の
中
で
仲
間
と
い
う

え
方
で
や
ら
れ
る
と
困
っ
ち
ゃ
う
わ
け
で

す
よ
。
自
分
の
会
社
と
い
う
の
は
自
分
の

責
任
を
持
つ
ん
だ
か
ら
何
を
い
っ
て
も
い

い
し
、
構
わ
な
い
ん
だ
け
ど
も
、
こ
の
会

は
や
っ
ぱ
り
人
が
い
て
仲
間
作
り
を
し
た

い
と
い
う
よ
う
な
こ
と
が
あ
る
わ
け
だ
か

ら
、
や
っ
ぱ
り
人
の
気
持
ち
を
考
え
な
が

ら
や
っ
て
い
か
な
い
と
、
そ
う
い
う
面
で

は
や
っ
ぱ
り
経
営
の
勉
強
と
い
う
か
、
人

間
の
勉
強
に
な
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
と
思

う
ん
だ
よ
ね
。

　

会
を
運
営
す
る
に
当
た
っ
て
、
基
本
的

に
は
自
分
の
会
社
じ
ゃ
な
い
ん
だ
よ
と
。

そ
う
い
う
よ
う
な
気
持
ち
で
や
っ
て
い
っ

て
も
ら
え
れ
ば
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
と

思
い
ま
す
。

鹿
野　

20
何
年
か
前
に
荻
窪
に
来
た
の
で

す
が
、
本
当
に
来
て
よ
か
っ
た
な
と
思
っ

て
い
ま
す
。
僕
は
六
本
木
や
麻
布
な
ど
を

点
々
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
法
人
会
に
入

っ
て
い
ま
し
た
が
、
こ
う
い
う
荻
窪
法
人

会
の
よ
う
な
感
じ
は
な
か
っ
た
で
す
。
そ

う
い
う
意
味
で
は
本
当
に
個
人
的
に
は
助

か
っ
た
の
で
、
そ
の
恩
返
し
を
何
ら
か
の

形
で
と
い
う
の
も
あ
っ
て
、
ず
っ
と
続
け

て
こ
ら
れ
た
と
い
う
の
が
あ
り
ま
す
。

司
会　

本
日
は
お
忙
し
い
中
ど
う
も
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

荻
窪
で
よ
か
っ
た
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山
内
秀
夫
ブ
ロ
ッ
ク
長
は
、
昭
和
27
年
10

月
、
下
井
草
4
丁
目
で
お
生
ま
れ
に
な
り

ま
し
た
。
井
荻
に
あ
る
杉
並
ひ
ま
わ
り
幼
稚

園
、
桃
井
第
五
小
学
校
、
中
瀬
中
学
校
を
卒

業
さ
れ
た
杉
並
っ
子
で
し
た
が
、
大
学
生
だ

っ
た
20
歳
の
と
き
、
一
家
は
杉
並
か
ら
埼
玉

県
所
沢
市
へ
転
居
。
現
在
も
所
沢
に
お
住
ま

い
で
す
。

﹁
大
学
卒
業
の
と
き
が
ち
ょ
う
ど
第
1
次
オ

イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
で
、
就
職
口
が
見
つ
か
ら
な

い
。
友
人
と
車
で
所
沢
街
道
を
走
っ
て
い
る

と
き
に
見
つ
け
た
の
が
、
ア
イ
ユ
ー
シ
ー
の

前
身
、
井
口
運
送（
株
）久
留
米
営
業
所
で

し
た
。
ア
ル
バ
イ
ト
で
勤
め
て
い
る
う
ち
に

景
気
も
良
く
な
っ
て
、
就
職
先
も
見
つ
か
る

だ
ろ
う
と
い
う
軽
い
気
持
ち
で
履
歴
書
を

持
っ
て
飛
び
込
ん
だ
の
が
運
の
つ
き
で
し
た

（
笑
）。
本
社
で
面
接
を
受
け
て
く
れ
と
言
わ

れ
て
行
っ
て
み
た
ら
桃
井
だ
っ
た
ん
で
す
﹂

　

当
時
の
本
社
は
杉
並
区
桃
井
に
あ
り
ま
し

た
。
思
い
が
け
ず
、
生
ま
れ
育
っ
た
と
こ
ろ

の
会
社
に
入
る
こ
と
に
。
仕
事
は
車
両
で
の

配
送
か
ら
始
ま
り
、
お
中
元
や
お
歳
暮
の
時

期
な
ど
は
、
徹
夜
も
苦
に
せ
ず
仕
事
に
取
り

組
み
ま
し
た
。

﹁
体
も
大
き
く
て
目
立
っ
た
ん
で
し
ょ
う
ね
。

現
場
を
見
て
回
っ
て
い
た
当
時
の
専
務
か
ら

﹃
あ
の
声
の
大
き
い
の
は
誰
だ
？
﹄
な
ん
て
言

わ
れ
て
。
入
社
し
て
4
年
く
ら
い
の
と
き
に

役
職
に
つ
き
ま
し
た
﹂

　

役
職
が
つ
い
て
か
ら
は
2
年
単
位
ほ
ど

で
各
事
業
所
へ
転
勤
し
、
気
が
つ
け
ば
一
つ

の
事
業
所
の
所
長
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
ち

ょ
う
ど
そ
の
こ
ろ
に
結
婚
、
子
ど
も
も
生
ま

れ
、
こ
の
会
社
で
人
生
の
軌
道
に
乗
っ
た
ん

だ
と
自
覚
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
い
ま
す
。

　

平
成
元
年
、
上
井
草
に
本
社
が
新
築
移
転

し
、
そ
の
2
年
後
に
山
内
ブ
ロ
ッ
ク
長
は
本

社
勤
務
に
な
り
ま
し
た
。
自
分
の
生
ま
れ
故

郷
に
戻
っ
て
仕
事
を
す
る
。
そ
こ
に
は
不
思

議
な
縁
の
よ
う
な
も
の
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。

﹁
今
か
ら
10
年
前
に
、
前
社
長
に
﹃
い
よ
い

よ
俺
も
引
退
す
る
よ
、社
長
は
お
前
が
や
れ
﹄

と
言
わ
れ
て
、
知
ら
ぬ
間
に
社
長
に
な
っ
て

い
ま
し
た
（
笑
）。
こ
の
地
に
生
ま
れ
た
の
も

縁
な
ら
ば
、
会
社
が
こ
こ
に
あ
る
の
も
縁
、

そ
こ
で
代
表
者
を
務
め
る
の
で
あ
れ
ば
、
残

さ
れ
た
人
生
を
こ
こ
で
一
生
懸
命
務
め
さ
せ

て
い
た
だ
こ
う
と
思
い
ま
し
た
。

　

前
五
十
嵐
社
長
は
、
法
人
会
で
も
第
4
支

部
長
か
ら
第
1
ブ
ロ
ッ
ク
長
、
そ
し
て
副
会

長
ま
で
務
め
ら
れ
て
い
ま
す
か
ら
、
そ
の
名

を
汚
し
て
は
い
け
な
い
、
私
も
何
か
で
き
る

こ
と
が
あ
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
第
4

運送・引越などの物流事業を業務とするアイユーシー株式会社は、今年、創業70周年を迎えました。
杉並区上井草に本社を置き、善福寺に引越センター、埼玉県や静岡県に5カ所の流通センターを有
し、120名を超える社員を抱える、4代目社長の山内秀夫氏。このたび第1ブロックのブロック長に
就任された山内氏に、生い立ちや入社までのエピソード、ブロック長としての抱負などをうかがいました。

山 内 秀 夫
第 1ブロック長インタビュー

「ここで生まれたのも、会社が
ここにあるのも縁。ならば地域に
貢献する人生を」

聞き手／岡博之・真野大・小笠原秀明

INTERVIEW

履
歴
書
を
持
っ
て
飛
び
込
ん
だ
先
は

地
域
に
明
る
い
未
来
像
を
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支
部
の
副
支
部
長
を
1
期
2
年
、
支
部
長
を

2
期
4
年
、
そ
し
て
、
こ
ん
な
や
ん
ち
ゃ
坊

主
で
す
が
、
縁
あ
っ
て
こ
の
た
び
第
1
ブ
ロ

ッ
ク
の
ブ
ロ
ッ
ク
長
と
な
り
ま
し
た
﹂

　

地
域
に
貢
献
し
た
い
、
自
分
に
で
き
る
こ

と
は
チ
ャ
ン
ス
と
と
ら
え
て
一
生
懸
命
取
り

組
み
た
い
と
、
荻
窪
法
人
会
の
ほ
か
、
荻
窪

間
税
会
や
﹁
花
と
緑
の
ス
テ
キ
な
ま
ち
井
草

協
議
会
﹂
な
ど
の
活
動
へ
も
積
極
的
に
参
加

さ
れ
て
い
ま
す
。

﹁
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
に
参
加
し
て
い
ま
す
と
、

各
団
体
は
同
じ
目
標
に
向
か
っ
て
い
る
こ
と

が
見
え
て
き
た
ん
で
す
。
そ
れ
は
、
一
つ
に

は
地
域
へ
の
貢
献
、
そ
し
て
、
地
域
住
民
の

皆
さ
ん
や
企
業
さ
ん
に
明
る
い
未
来
像
を
持

っ
て
い
た
だ
く
た
め
だ
と
思
い
ま
す
﹂

　

山
内
ブ
ロ
ッ
ク
長
は
、
9
歳
年
下
の
奥
様

と
25
歳
に
な
る
娘
さ
ん
、
大
学
に
入
学
さ
れ

た
ば
か
り
の
息
子
さ
ん
の
4
人
家
族
。﹁
趣

味
は
多
彩
で
す
か
ら
（
笑
）﹂
と
お
っ
し
ゃ
い

ま
す
が
、
仕
事
が
忙
し
く
、
木
彫
り
の
仏
像

彫
刻
や
水
彩
画
な
ど
に
は
な
か
な
か
時
間
が

作
れ
な
い
の
が
悩
み
で
す
。
今
、
一
番
楽
し

い
の
は
熱
帯
魚
の
飼
育
。

﹁
デ
ィ
ス
カ
ス
と
エ
ン
ゼ
ル
、
ラ
ス
ボ
ラ
が
い

て
、
特
に
デ
ィ
ス
カ
ス
は
か
わ
い
い
ん
で
す

よ
。
朝
、
エ
サ
を
や
る
と
な
つ
い
て
き
ま
す
。

も
う
一
つ
の
水
槽
に
は
、
子
ど
も
が
川
で
釣

っ
て
き
た
ギ
ン
ブ
ナ
を
入
れ
た
ら
大
き
く
な

り
ま
し
た
。

　

ド
ラ
イ
ブ
も
好
き
な
ん
で
す
が
、
小
型
船

舶
も
好
き
で
、
2
年
前
に
免
許
を
取
り
ま
し

た
。
船
は
買
え
な
い
の
で
レ
ン
タ
ル
の
船
を

探
し
て
、
そ
れ
で
も
高
い
の
で
年
に
2
回
く

ら
い
で
す
ね
。
今
ま
で
東
京
湾
へ
、
子
ど
も

と
一
緒
に
3
回
ほ
ど
行
き
ま
し
た
。

　

自
分
が
貧
乏
な
家
に
生
ま
れ
た
こ
と
で
、

何
で
も
買
っ
て
く
る
の
で
は
な
く
て
、
自
分

で
工
夫
し
て
作
る
、
売
っ
て
い
る
も
の
に
近

づ
け
る
、
そ
う
い
う
楽
し
み
方
が
好
き
な
ん

だ
と
思
い
ま
す
﹂

　

先
日
、
山
内
ブ
ロ
ッ
ク
長
が
就
任
さ
れ
て

初
め
て
の
第
1
ブ
ロ
ッ
ク
正
副
支
部
長
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
参
加
者
は
20
数
名
、
や

む
を
得
な
い
事
情
の
欠
席
が
あ
っ
た
も
の
の

ほ
と
ん
ど
の
方
が
出
席
さ
れ
ま
し
た
。

﹁
今
ま
で
は
幹
事
等
の
役
員
と
支
部
長
が
集

ま
る
だ
け
で
し
た
の
で
、
上
層
部
だ
け
の
会

に
な
り
か
ね
な
い
と
感
じ
て
い
ま
し
た
。
そ

こ
で
、
各
本
部
委
員
の
方
々
や
役
員
全
員
、

支
部
長
・
副
支
部
長
全
員
に
出
席
し
て
い
た

だ
く
こ
と
に
し
ま
し
た
。
お
仕
事
で
支
部
長

が
欠
席
さ
れ
て
も
副
支
部
長
が
参
加
し
て

い
れ
ば
、
そ
の
と
き
の
情
報
を
持
ち
帰
っ
て

支
部
の
役
員
会
で
伝
達
で
き
ま
す
。
法
人

会
本
部
の
情
報
や
各
委
員
会
の
情
報
な
ど
、

本
部
か
ら
の
書
類
を
コ
ピ
ー
す
る
な
ど
し
て

各
支
部
の
役
員
さ
ん
に
渡
し
、
そ
れ
を
会

員
さ
ん
に
お
知
ら
せ
す
る
こ
と
で
、
正
し
い

情
報
が
伝
わ
っ
て
い
く
と
思
い
ま
す
。
こ
う

し
た
取
り
組
み
が
ど
れ
だ
け
継
続
で
き
る
か

は
、
皆
さ
ん
に
興
味
を
持
っ
て
い
た
だ
け
る

も
の
を
、
い
か
に
私
が
作
れ
る
か
だ
と
思
い

ま
す
ね
﹂

　

法
人
会
が
公
益
法
人
に
変
わ
っ
た
こ
と

で
、
第
1
ブ
ロ
ッ
ク
と
し
て
も
、
社
団
法
人

の
ま
ま
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
と
山
内
ブ
ロ

ッ
ク
長
は
言
い
ま
す
。
し
か
し
、
で
は
公
益

化
す
る
と
は
具
体
的
に
は
ど
う
す
れ
ば
い
い

の
か
と
い
う
と
模
索
の
状
態
で
あ
る
こ
と
も

事
実
。
そ
こ
で
、
第
1
ブ
ロ
ッ
ク
が
抱
え
て

い
る
下
井
草
、
井
荻
、
上
井
草
、
今
川
の
各

商
店
街
と
の
融
合
を
は
か
り
な
が
ら
、
商
店

が
繁
盛
し
地
域
が
明
る
く
な
る
よ
う
な
活
動

に
、
今
後
ま
す
ま
す
力
が
入
り
そ
う
で
す
。

﹁
商
店
会
の
会
長
さ
ん
に
支
部
の
役
員
に
な

っ
て
い
た
だ
い
て
、
商
店
街
の
お
ま
つ
り
な

ど
の
行
事
を
お
手
伝
い
す
る
よ
う
に
な
っ
て

今
年
で
4
年
目
で
す
。﹃
井
草
祭
り
﹄
と
い

う
上
井
草
商
店
街
の
祭
り
に
法
人
会
の
ハ
ッ

ピ
を
着
て
ね
。
協
力
と
い
っ
て
も
警
備
く
ら

い
し
か
で
き
な
い
ん
で
す
け
れ
ど
。

　

商
店
街
を
活
性
化
す
る
に
は
ど
う
し
た
ら

い
い
か
は
、
次
の
ス
テ
ッ
プ
で
す
。
私
に
し

た
ら
、
自
分
の
生
ま
れ
故
郷
が
し
お
れ
ち
ゃ

う
の
は
寂
し
い
で
す
か
ら
ね
。
シ
ャ
ッ
タ
ー

が
閉
ま
っ
た
店
を
開
け
る
方
法
は
な
い
か
と

ブ
ロ
ッ
ク
を
い
か
に
公
益
化
す
る
か
！

考
え
て
い
ま
す
﹂

　

ア
イ
ユ
ー
シ
ー
（
株
）
は
今
年
、
創
業
70

周
年
。
厳
し
か
っ
た
と
い
う
前
社
長
が
、
社

内
の
教
育
体
制
を
作
り
上
げ
、
一
方
で
、
縁

あ
っ
て
同
じ
会
社
に
集
っ
た
人
た
ち
は
家
族

で
あ
る
と
い
う
社
風
も
築
き
ま
し
た
。﹁
あ

り
が
た
い
な
と
思
い
ま
す
。
私
は
、
皆
さ
ん

に
助
け
ら
れ
て
、
運
が
い
い
男
だ
な
あ
と
思

っ
て
い
ま
す
﹂
と
現
社
長
の
山
内
氏
。
今
年

の
総
会
で
は
、
50
年
間
在
職
さ
れ
た
五
十
嵐

前
社
長
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
込
め
て
、
70

周
年
記
念
の
行
事
が
行
わ
れ
る
予
定
で
す
。

　

運
の
い
い
山
内
ブ
ロ
ッ
ク
長
が
、
公
益
法

人
と
し
て
新
し
く
変
化
し
た
荻
窪
法
人
会
に

ど
ん
な
旋
風
を
巻
き
起
こ
し
て
く
れ
る
か
、

今
後
の
ご
活
躍
を
期
待
し
て
い
ま
す
。
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っ
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
以
前
は
治
安
対
策
へ

の
要
望
が
7
年
連
続
第
1
位
で
し
た
。

　

こ
の
10
年
で
犯
罪
が
、
な
ぜ
半
数
近
く
ま

で
減
っ
て
い
る
か
と
い
い
ま
す
と
、
警
察
が

頑
張
っ
た
と
い
う
こ
と
も
、
住
民
の
皆
さ
ん

の
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
こ
と
も
あ
り
ま
す

が
、
平
成
15
年
を
境
に
日
本
の
警
察
が
大
き

く
舵
を
切
っ
た
こ
と
に
関
係
が
あ
る
と
思
い

ま
す
。
そ
れ
ま
で
の
警
察
は
、
取
り
締
ま
り

機
関
と
し
て
﹁
検
挙
に
勝
る
防
犯
な
し
﹂
と

い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
、
検
挙
に
重
点
を

置
い
て
き
ま
し
た
。
そ
れ
を
犯
罪
の
抑
止
の

方
向
へ
舵
を
切
っ
た
の
で
す
。
住
民
の
皆
さ

ん
に
お
任
せ
す
る
ば
か
り
で
な
く
、
犯
罪
が

起
こ
ら
な
い
よ
う
に
す
る
と
こ
ろ
ま
で
警
察

が
や
っ
て
い
こ
う
と
す
る
も
の
で
す
。
な
か

で
も
力
を
入
れ
た
の
が
﹁
ひ
っ
た
く
り
の
防

止
カ
バ
ー
﹂
で
し
た
。
ま
た
、
一
つ
で
も
小

さ
い
犯
罪
を
犯
し
て
し
ま
う
と
、
大
き
な
犯

罪
に
手
を
染
め
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
か

ら
、
ま
ず
小
さ
い
犯
罪
を
防
ぐ
こ
と
が
重
要

で
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
と
一
緒
に
行

う
落
書
き
消
し
や
、
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
な
ど

の
活
動
も
そ
の
一
環
で
す
。

現
金
手
渡
し
の

「
母
さ
ん
助
け
て
詐
欺
」

　

最
近
、
犯
罪
抑
止
に
効
果
が
あ
る
と
期

犯
罪
件
数
は

10
年
で
半
減
⁉

　

さ
て
、
皆
さ
ん
に
ご
質
問
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。
10
年
前
と
比
べ
て
犯
罪
は
増
え
た
と

思
い
ま
す
か
？　

同
じ
く
ら
い
で
し
ょ
う
か
。

い
や
、
警
察
も
頑
張
っ
て
い
る
し
犯
罪
は
減

っ
て
い
る
と
お
感
じ
で
し
ょ
う
か
。
同
じ
質
問

を
都
民
の
皆
さ
ん
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
と
っ
て
い

ま
し
て
、
変
わ
ら
な
い
と
い
う
方
が
40
％
、

犯
罪
が
増
え
た
と
い
う
感
じ
る
方
が
34
％
、

犯
罪
が
減
っ
て
社
会
は
よ
く
な
っ
た
と
考
え

る
人
は
た
っ
た
27
％
で
し
た
。
で
は
、
答
え
は

ど
う
で
し
ょ
う
。
実
際
に
は
、
10
年
前
と
比

べ
て
犯
罪
は
お
よ
そ
半
分
に
減
っ
て
い
ま
す
。

　

東
京
都
内
の
刑
法
犯
は
平
成
24
年
は

17
万
件
で
す
が
、
10
年
前
の
平
成
14
年
に

は
約
30
万
件
で
す
。
で
す
が
、
犯
罪
が
減
っ

た
と
い
う
感
覚
を
お
持
ち
の
方
は
少
な
い
ん

じ
ゃ
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
は
体
感
治

安
と
い
っ
て
、
先
日
も
吉
祥
寺
で
路
上
強
盗

事
件
が
あ
り
ま
し
た
が
、
特
に
通
り
魔
的
な

犯
罪
や
凶
悪
犯
罪
な
ど
が
起
こ
る
と
、
た
と

え
デ
ー
タ
上
で
は
犯
罪
件
数
が
減
っ
て
も
、

治
安
が
よ
く
な
っ
た
と
は
感
じ
な
い
の
で

す
。
事
実
、
東
京
都
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
見
る

と
、
都
政
へ
の
要
望
で
は
常
に
治
安
対
策
が

上
位
に
あ
り
、
東
日
本
大
震
災
以
後
は
防

災
対
策
が
1
位
で
治
安
対
策
が
2
位
に
な

平成25年5月27日（月）、杉並公会堂小ホールにおいて開催された通常総会で、荻窪
警察署長の特別講演会が開かれました。子どものころから、警察のドキュメンタリー
番組が好きだったという羽石署長。警察庁に入庁後、カリフォルニア大学に留学した
体験談なども交えながら、この10年間の犯罪件数の変化、犯罪抑止の方法、新名称
の「母さん助けて詐欺」、自転車マナーについてなど、安全な街の実現に向けた様々
な取り組みについてお話しくださいました。

第１回通常総会　特別講演会

「安全な街の実現に向けて」
講師：羽石千代 荻窪警察署長

【プロフィル】
羽石千代（はねいし ちよ）平成 10 年 4 月警察庁入庁。13 年米国カリフォルニア大学ロサンゼルス校留学。
三重県警察本部刑事部捜査第二課長、警察庁刑事局組織犯罪対策部国際捜査管理官付課長補佐、警察庁長官官房給与厚生課課長補佐、
同人事課課長補佐を経て、24 年 8 月警視庁荻窪警察署長に就任、現在に至る。
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待
さ
れ
て
い
る
の
が
防
犯
カ
メ
ラ
で
す
。
先

日
の
吉
祥
寺
の
路
上
強
盗
で
も
、
逃
げ
る

犯
人
の
姿
を
テ
レ
ビ
で
ご
覧
に
な
っ
た
か
と

思
い
ま
す
が
、
多
く
の
犯
罪
が
防
犯
カ
メ
ラ

の
映
像
を
も
と
に
解
決
に
至
っ
て
い
ま
す
。

荻
窪
署
管
内
の
様
々
な
事
件
の
解
決
に
も

今
や
防
犯
カ
メ
ラ
は
な
く
て
は
な
ら
な
い
存

在
で
す
。
犯
罪
に
至
る
前
の
段
階
に
つ
い
て

も
、
近
所
で
ゴ
ミ
を
わ
ざ
と
捨
て
て
い
く
な

ど
の
問
題
も
、
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
で
収

ま
っ
た
事
例
が
あ
り
ま
す
。
問
題
が
起
こ
る

場
所
に
防
犯
カ
メ
ラ
を
つ
け
て
い
た
だ
い
た

り
、
ひ
っ
た
く
り
が
心
配
さ
れ
る
場
所
に
荻

窪
警
察
署
の
の
ぼ
り
を
立
て
て
い
た
だ
く
な

ど
で
、
こ
う
し
た
犯
罪
を
未
然
に
防
ぐ
こ
と

が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

　

荻
窪
署
管
内
の
昨
年
の
犯
罪
を
見
て

み
ま
す
と
、
強
盗
が
5
件
、
空
き
巣
な
ど

を
含
む
侵
入
窃
盗
が
97
件
、
ひ
っ
た
く
り

5
件
、
振
り
込
め
詐
欺
な
ど
の
特
殊
詐
欺

が
27
件
。
特
に
特
殊
詐
欺
の
被
害
額
は

1
億
9
0
0
0
万
円
と
、
杉
並
区
全
体
の

4
億
円
と
比
べ
て
も
非
常
に
多
い
で
す
。
東

京
都
で
は
81
億
円
に
も
な
り
、
万
引
き
な
ど

を
含
め
た
窃
盗
被
害
は
76
億
円
で
、
戦
後

初
め
て
、窃
盗
よ
り
詐
欺
が
上
回
り
ま
し
た
。

　

振
り
込
め
詐
欺
の
被
害
者
の
9
割
以
上

は
60
代
以
上
、
8
割
以
上
が
女
性
で
す
。

犯
人
は
手
口
を
微
妙
に
変
え
て
き
て
お
り
、

最
近
は
﹁
電
車
の
中
に
カ
バ
ン
を
忘
れ
て
し

ま
い
、
そ
の
中
に
会
社
の
大
事
な
小
切
手

が
入
っ
て
い
た
。
2
0
0
万
円
の
小
切
手
。

こ
の
金
額
を
今
日
中
に
用
意
し
な
い
と
会

社
は
倒
産
し
、
自
分
は
ク
ビ
に
な
っ
て
し
ま

う
。
お
母
さ
ん
、
助
け
て
﹂
と
い
う
電
話
が

か
か
っ
て
き
て
、﹁
実
際
に
僕
が
取
り
に
行

け
ば
い
い
ん
だ
け
ど
、
対
応
に
追
わ
れ
て
い

る
の
で
、
会
社
で
信
頼
の
お
け
る
佐
藤
さ
ん

に
取
り
に
い
っ
て
も
ら
う
か
ら
渡
し
て
﹂
と

い
う
も
の
で
す
。
と
い
う
わ
け
で
、
最
近
は

振
り
込
み
で
は
な
く
手
渡
し
が
ほ
と
ん
ど

で
す
の
で
、警
視
庁
で
は﹁
振
り
込
め
詐
欺
﹂

に
代
わ
る
新
名
称
を
公
募
し
ま
し
て
、
最

優
秀
作
と
し
て
決
ま
っ
た
の
が
﹁
母
さ
ん
助

け
て
詐
欺
﹂
で
す
。
優
秀
作
に
﹁
親
心
利

用
詐
欺
﹂﹁
ニ
セ
電
話
詐
欺
﹂
が
選
ば
れ
ま

し
た
。
こ
う
し
た
新
名
称
を
使
い
な
が
ら
、

被
害
に
遭
わ
な
い
よ
う
に
お
伝
え
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

自
転
車
マ
ナ
ー
を

向
上
さ
せ
よ
う

　

ま
た
、
現
在
、
力
を
入
れ
て
取
り
組
ん
で

い
ま
す
の
が
自
転
車
の
マ
ナ
ー
の
問
題
で
す
。

車
を
運
転
し
て
い
て
自
転
車
と
ぶ
つ
か
り
そ

う
に
な
っ
た
り
、
歩
行
し
て
い
て
自
転
車
が

危
な
い
な
と
感
じ
ら
れ
た
経
験
が
あ
る
と
思

い
ま
す
。
全
国
で
自
転
車
が
関
与
す
る
事
故

の
割
合
は
2
割
で
す
が
、
杉
並
区
は
4
割
に

も
な
り
ま
す
。
自
転
車
側
が
一
時
停
止
を
し

な
か
っ
た
り
、
赤
信
号
無
視
を
し
て
自
動
車

に
ぶ
つ
か
る
よ
う
な
事
故
も
起
き
て
お
り
、
自

転
車
側
の
ル
ー
ル
・
マ
ナ
ー
が
問
題
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

そ
こ
で
自
転
車
の
方
に
き
ち
ん
と
マ
ナ
ー

を
守
っ
て
い
た
だ
く
た
め
の
さ
ま
ざ
ま
な
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
の
会
社
で
も
、
通
勤
や
営
業
に
自
転

車
を
利
用
さ
れ
て
い
る
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
と

思
い
ま
す
。
も
し
、
朝
礼
の
と
き
な
ど
に
10

分
で
も
時
間
を
い
た
だ
け
る
機
会
が
あ
り
ま

し
た
ら
、
職
員
を
派
遣
し
て
自
転
車
マ
ナ
ー

に
つ
い
て
の
お
話
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の

で
、
お
気
軽
に
声
を
か
け
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

今
、
警
視
庁
で
は
段
階
的
に
女
性
職
員

を
全
体
の
10
％
ま
で
増
や
そ
う
と
し
て
い
ま

す
。
私
も
女
性
で
す
し
、
よ
く
﹁
こ
れ
か
ら

警
察
に
女
性
が
増
え
る
こ
と
に
つ
い
て
、
ど

う
思
う
か
﹂
と
聞
か
れ
ま
す
が
、
女
性
職
員

を
増
や
す
こ
と
は
私
は
そ
ん
な
に
難
し
く
は

な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
女
性
の

管
理
職
と
な
る
と
、
警
察
側
も
女
性
の
側
も

さ
ら
な
る
努
力
が
必
要
に
な
っ
て
く
る
と
思

い
ま
す
。
家
事
や
子
育
て
と
管
理
職
が
両
立

で
き
る
よ
う
、
ど
の
よ
う
に
し
て
チ
ー
ム
で

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
で
き
る
か
が
、
こ
れ
か
ら
の
課

題
で
す
。

　

た
だ
、
や
は
り
感
じ
る
の
は
、
い
ろ
い
ろ
な

人
が
い
た
ほ
う
が
豊
富
な
ア
イ
デ
ィ
ア
が
出
て

く
る
こ
と
で
す
。
た
と
え
ば
、
先
ほ
ど
の
﹁
母

さ
ん
助
け
て
詐
欺
﹂
で
は
被
害
者
の
多
く
は

女
性
で
す
。
荻
窪
警
察
署
で
も
、
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
担
当
の
女
性
職
員
が
、
女
性
の
心
理
に
沿
っ

た
チ
ラ
シ
作
り
を
行
っ
て
い
ま
す
。
多
様
な
人

材
を
確
保
す
る
、
多
様
な
意
見
を
生
か
し
て

い
く
と
い
う
面
で
は
、
女
性
の
活
躍
が
期
待
さ

れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
、
警
察
は
取
り
締
ま
り
の
機
関
で

あ
り
、
こ
れ
か
ら
も
荻
窪
の
安
全
の
た
め
に

頑
張
っ
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
が
、
同
時
に

街
の
皆
さ
ん
が
困
っ
た
と
き
に
相
談
し
や
す
い

ソ
フ
ト
な
機
関
で
あ
り
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。
本
日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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平成 25 年度税制大綱へ法人会の要望が実現

税 制 委員会より

1 交際費課税
法人会は、「損金不算入割合10％の撤廃 」を提言しました。

改正事項 中小法人の交際費課税特例を拡充し、定額控除限度を600万円から800万円に
引き上げるともに、10％の損金不算入措置が廃止されます。

2 民間投資の喚起と雇用・所得の拡大
法人会は、「企業が将来に向けて活力を維持し、雇用確保などの社会的責任を果たすことができるような
環境整備必要であり、特に地域経済を担う中小企業の活性化に資する税制措置はかかせない 」ことを
訴えました。

改
正
事
項

（1）	国内の生産等設備投資額を一定以上増加させた場合にその生産等設備を構成する機械装置
の取得価額 30％の特別償却又は 3％の税額控除ができる制度が創設されます。

（2 ）	環境関連投資促進税制について、その適用期限を2 年延長するともに、即時償却の対象資産
にコージェネレション設備が追加されます。

（3）	研究開発税制の総額型の控除上限額を法人税額の20％から30％に引き上げるともに、特別
試験研究費の範囲に一定の共同研究等が追加されます。

（4）	労働分配（給与等支給 ）を一定以上増加させた場合、その増加額の10％の税額控除を可能と
する所得拡大促進税制が創設されます。

（5）	雇用促進税制を拡充し、税額控除額が増加雇用者数一人当たり20万円から40万円に引上げ
られます。

（6）	商業・サービス業及び農林水産業を営む中小企業等が経営改善に向けた設備投資を行う場合
に30％の特別償却又は7％の税額控除ができる制度が創設されます。

法人会は税のオピニオンリーダーとして、毎年税に関する会員企業の意見・要望を反映しながら
税制改正要望を取りまとめ、政府や国会などへ強く働きかけています。それにより、これまで法人税、
所得税、相続税などについて数多くの要望が実現ししています。

平成２５年度税制大綱にも、全国法人会総連合が要望していた事業承継税制、交際費課税をはじ
め、中小企業の活性化に資する項目が盛り込まれ、税制改正が行われました。政府税制調査会では、
全法連が取りまとめた、アンケート調査結果や、提言が資料として提出されるなど、法人会の取り
組みが成果を上げました。このようにして、国の税制改正に会員企業の声が大きく伝わっています。

法人課税

平成25年度税制改正に関する提言の主な実現事項
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1 贈与税
法人会は、「贈与税は経済の活性化に資するように見直すべき」

「個人資産の世代間移転の促進 」「相続時精算課税制度の拡充 」を主張しました。

改
正
事
項

（1）	贈与税の税率構造について、最高税率を相続税の最高税率に合わせる一方で、子や孫等が受
贈者となる場合の贈与税の税率構造が緩和されます。

（2 ）	相続時精算課税制度について、贈与者の年齢要件を65歳以上から60 歳以上に引き下げ、受
贈者に20 歳以上である孫を加える拡充措置が講じられます。

（3）	子や孫に対する教育資金の一括贈与に係る贈与税ついて、子・孫ごと1, 500万円まで（学校等
以外の者に支払われる金銭については 500万円を限度）を非課税とする措置が創設されます。

1 金融税制
法人会は、「幅広い金融商品を対象にした金融一体課税の制度拡充 」を要望しました。

改正事項 金融所得課税の一体化が拡充（公社債等の利子及び譲渡損失並びに上場株式等に係る所得
等の金融商品間の損益通算範囲の拡大等）されます。

2 事業承継税制
法人会は、「相続税、贈与税の納税猶予制度について要件緩和と拡充 」

「親族外への事業承継に対する措置 」を求めました。

改
正
事
項

（1）	経済産業大臣による事前確認制度が廃止されます。また、相続税等の申告書、継続届出書等
に係る添付書類のうち、一定のものについて提出を要しないこととなります。

（2 ）	雇用確保要件について、「8 割以上を毎年維持」から、5 年間における常時従業員数の「平均が
8 割以上 」に緩和されます。

（3）	贈与時において贈与者が認定会社の「役員でないこと」とする要件について、贈与時において当
該会社の「代表権を有していない」ことに改められます。また、役員である贈与者が、認定会社
から給与の支給等を受けた場合でも、納税猶予の取消事由に該当しないこととなります。

（4）	一定の要件を満たす場合には、株券の発行をしなくても納税猶予制度の適用が認められること
になります。

（5）	納税猶予税額の計算において、被相続人の債務及び葬式費用を相続税の課税価格から控除す
る場合には、非上場株式以外の財産の価額から控除されます。

（6）	納税猶予税額の全部又は一部を納付する場合の利子税は、年 2 .1％（現行）から年 0 . 9％に引
き下げられます。
また、経済産業大臣の認定期間（5 年間）の経過後に納税猶予税額を納付する場合については、
当該期間中の利子税は免除されることとなります。

（7 ）	民事再生計画の認可決定等があった場合には、その時点における株式等の価額に基づき納税
猶予額を再計算し、当該再計算後の納税猶予額について納税猶予を継続する特例が創設され
ます。

（8）	後継者は先代経営者の親族であることとする要件が撤廃されます。

資産課税

個人所得課税
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税務コーナー
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日頃は法人会活動に格別のご理解とご協力を賜り厚く御礼申し上げます。さて、現在、当法人会活動の大きな目標のひ
とつにe-Tax普及推進がございます。当法人会では平成24年度までに会員企業の50％利用を掲げておりました。この目
標を達成するためには会員皆様方の多大なご理解と同時に税理士先生方のご協力が必要不可欠と考えております。そこ
で当委員会では、東京税理士会荻窪支部の先生方全員にアンケートを実施いたしてきました。
質問内容は「顧客よりe-Tax代理申告・送信利用の依頼が来た時に、依頼通り行なって頂けるか？」更に依頼を行なうと
ご回答いただいた先生方に「e-Tax推進税理士事務所として会報に掲載させていただいてもよろしいか？」との問いを発し
たところ71名の先生方より快く承諾をいただきました。このように税理士会においてもe-Tax普及推進に積極的に取り組
んでおられます。そこで会員企業の皆様にひとつお願いがございます。顧問の先生に「先生、うちの会社次の決算は電子
申告でお願いしますよ。」と一言おっしゃっていただけませんでしょうか？
顧客である会員企業様と実務を担当する税理士の先生方がタッグを組んで初めてe-Taxという行政の合理化が大きく進展
していくと思います。何卒皆様方の尚一層のご理解とご協力をお願い致します。

e-Tax普及推進委員長　八方淑夫

e-Tax利用向上を目指し、東京税理士会荻窪支部の先生方全員にアンケートを実施しました。
その結果多数の先生方から「e-Tax推進税理士事務所」として会報掲載に承諾をいただきました。

e -Tax推進税理士事務所について
e-Tax普及推進委員会

地 域 氏 名 住 所 事務所連絡先

天沼 桑山　務 天沼1-2-3 3398-1316
黒川えり 天沼1-17-3 090-8479-0152
酒井幸三郎 天沼1-40-6 3392-5455
池上敬子 天沼1-41-6 5932-5128
岩倉永一 天沼3-2-2荻窪勧業ビル2階 3392-0157
岩倉礼子 天沼3-2-2荻窪勧業ビル2階 3392-0157
原田叔法 天沼3-2-2荻窪勧業ビル2階 3392-2170
篠原あずさ 天沼3-3-2 6794-7334
藤村　茂 天沼3-23-23カーミリア荻窪202 6231-1701

西荻南 尾﨑正俊 西荻南2-6-6エルフ西荻1階　 3332-7351
河野修兵 西荻南2-9-13 5336-6457
塩谷治道 西荻南2-19-10美光ビル203号 3331-1151
西村克彦 西荻南2-19-10美光ビル 3331-1151
小野寺昭市 西荻南2-23-8 3333-4868
大槻一弘 西荻南3-7-10シオンハイツ405 6795-8420
松田正博 西荻南3-14-11和興ビル3階 5346-1181

久我山 小松原英二 久我山5-7-8 3333-9805
杉本洋子 久我山5-8-23 5370-8518

宮前 石原恵子 宮前1-16-23杉並宮前ロイアルハイツ304号 3334-1305
小松原英雄 宮前5-7-19 3331-3266
稲澤　聡 宮前5-10-5 3247-7194

南荻窪 加藤悦子 南荻窪3-27-5 3247-7300
荻窪 森脇雅子 荻窪2-20-7-504 5397-8026

永井敏雄 荻窪2-27-11 5397-6115
早乙女和子 荻窪4-20-9-402号 3391-7626
伊藤佳江 荻窪4-21-4荻窪ローヤルコーポ104号 3394-1123
千葉繁樹 荻窪4-32-3AKオギクボビル401 050-5527-4372
大久保豊 荻窪5-13-6丸新マンション306号室 3398-8812
三好秀胤 荻窪5-14-4武蔵野マンション502 3393-2671
中村喜一 荻窪5-17-11荻窪スカイレジテル216 5347-9930
大島康司 荻窪5-21-16-1204 3392-6553
上角　孝 荻窪5-25-12-204 3392-6595
岩崎智香子 荻窪5-30-12グローリアビル1101号 3392-1198
税理士法人茂
木会計事務所 荻窪5-25-6 3393-0211

地 域 氏 名 住 所 事務所連絡先

井草 山岡朋枝 井草2-35-12-2-409号グランドメゾン杉並シーズン 5310-3228
上井草 久保木浩志 上井草2-25-7上井草グリーンハイツ3-205 5303-4823

田崎　浩 上井草3-21-16 3399-7733
下井草 近藤健一 下井草1-5-17 3390-9437

山田真治 下井草3-8-23三英ビル303 090-1816-2435
稲村仁了 下井草3-29-10佐藤ビル302号 5382-2711
藍野和男 下井草4-1-6 3397-5118
田鍋裕子 下井草4-30-18 スコーグ203 6915-0397
鈴木百香 下井草4-32-9 3399-1555
田子周一 下井草4-33-12田子珠三事務所内 3395-3355

今川 中村良三 今川3-8-4 3399-3976
中村行雄 今川3-8-4 3399-3976

西荻北 馬場義男 西荻北2-3-9コメットビル5階 3394-5922
殿塚明夫 西荻北2-5-20-201 5382-5229
鈴木吉郎 西荻北2-6-6YS西荻3F 3301-5101
丸山文雄 西荻北2-11-4エクセリア西荻201号 3397-2770
福田都介 西荻北2-11-4エクセリア西荻201号 3397-2770
荒谷美佳 西荻北2-11-12ユートピア一番館202号室 5303-5781
山本哲郎 西荻北2-12-2西島ビル201 5303-6371
村林秀則 西荻北3-11-3サンコ-ト西荻窪115号室 6423-0566
東原　功 西荻北3-14-18ラーバンプラザ401 5936-0055
廣瀬一俊 西荻北3-20-12グラツィオーソ西荻窪B1 3399-0180
濱　正昭 西荻北3-32-11 3395-4121

上荻 丸山良尚 上荻1-5-2コロナビル6階 3391-6309
吉原敬三 上荻1-11-3アベイユ神秋602号 3391-2881
大矢勝昭 上荻1-16-3森谷ビル4階 3391-5588
小林誉光 上荻1-17-10シンフォニーアンダンテ602 3391-1044
穂坂正積 上荻1-18-14-206 3393-7571
山室文雄 上荻1-19-9朝日荻窪マンション603号 3392-9462
本橋喜久雄 上荻1-21-23 3392-5555
小島麻里 上荻1-23-19小嶋東神ビル4F 6913-0520
小澄事務所 上荻2-19-18　2階 5347-2066
和田　実 上荻4-19-22-603 3395-1131
岡田　茂 上荻4-23-9 3395-3111

本天沼 小野寺誠 本天沼2-41-8 5303-1680
清水 山本敦子 清水1-7-2ネイバリングハウス荻窪303 5397-6492

小口元一 清水2-11-10 3394-8391

東京税理士会荻窪支部　e-Tax推進税理士事務所（敬称略）	 平成25年7月9日現在
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青年部会
第39回 通常総会

青年部会 副部会長　小張正就

右）出席者で集合写真　左上）議長の小笠原秀明部会長　左下）あいさつする水島隆明新部会長

平成25年 4月26日、東信閣において第39回通常総会が開催されました。親会より
小竹会長ならびに志村副会長、また荻窪税務署より小幡署長、森副署長、小茄子川統
括国税調査官、森本審理担当上席国税調査官にご出席をいただきました。総会は小笠
原部会長の挨拶に始まり、平成24 年度の事業報告・決算報告、平成25年度の事業計画・
予算計画、任期満了にともなう役員改選と全て原案通りに承認され、滞りなく進行いた
しました。総会の最後に小竹会長ならびに小幡署長からご祝辞を賜り、宇田川副部会長
の挨拶で終了いたしました。引き続き同会場で行われました懇談会では、水島新部会長
から「部会員100名達成 」、「40周年行事の実行」等、意欲的な目標が掲げられ、公益
法人化初年度に相応しい活気のある会となりました。小笠原さん、2年間お疲れ様でした。

新部会長に水島隆明氏が就任
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女性部会
第37回 総会

女性部会 会計監査 三田惠子

右）出席者で集合写真　左上）講師の森本審理上席　左下）議長の野田部会長とあいさつする織茂新部会長

4月25日、東信閣において第37回公益社団法人女性部会の総会が開かれました。総会の前に荻
窪税務署・森本審理上席調査官に「公益法人としての門出にあたり」という題名で講話をして頂きました。
総会では、荻窪税務署・小幡署長、森副署長、小茄子川統括官、森本審理上席、また法人会親会よ
り、小竹会長、保坂副会長にご出席頂き、誠にありがとうございました。議事に関しては女性部会会員
数45 名、出席 30 名、委任出席者10 名の過半数で有効に成立し、野田部会長の議事進行で無事に
総会を終了致しました。

本年度は役員改選で、野田部会長より、織茂部会長にバトンタッチされました。野田部会長、4 年
間本当に有難うございました。また、4 名の新役員の皆様、よろしくお願い致します。

懇談会では新しく入会されました2名の自己紹介、またご来賓の皆様と和気あいあいとご歓談して頂
き、カラオケで熱唱、と盛り上がったところで、閉会となりました。

本日より女性部会、新年度スタートです。これからも会員の皆様、ご協力の程どうぞよろしくお願い致
します。

役員改選で野田部会長から織茂新部会長にバトンタッチ
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源泉部会
第39回 総会

源泉部会 幹事 三澤次郎

右）出席者で集合写真　左上）議長の河又部会長　左下）あいさつする木山部会長

4月12日（木）、東信閣において小幡荻窪税務署長、荻窪法人小竹会長を来賓に仰ぎ、21名の会員
が出席して第39回源泉部会定時総会が開催されました。総会は鹿取幹事の司会で始まり、皆勤賞5名、
精勤賞2名の表彰の後、河又源泉部会長の議事進行によって
○「平成 24 年度事業報告」、「支決算報告並びに監査報告」
○「平成 25 年度事業計画案 」、「平成 25 年度収支予算案 」
○「役員改選 」

の議案が発議され、すべて満場の拍手で承認されました。
役員改選では、2 期 4 年に亘って部会長を務めた河又雅之さんが退任し、1ブロック長の木山濃美さ

ん（東京標識（株））が新たな部会長に就任しました。
来賓の小竹会長から「62年の歴史ある荻窪法人会が公益社団法人として認可を受けたことは誠にお

めでたいことで、今後も源泉部会の活躍を期待しています。」との祝辞があり、また、小幡署長からは「公
益社団法人に認可されたことで透明性のある活動が求められることになり、円滑な税務行政に向けて源
泉部会による地域発展に期待します。」との祝辞を賜り、定時総会は滞りなく終了しました。

続いての懇談会では来賓を囲む中、退任された河又さんに記念品が贈呈された後に、井口一与副会
長の乾杯発声によって和やかな宴となりました。最後に今年度の荻窪法人会と源泉部会の発展を全員
で誓い合って幕を閉じました。

源泉部会第39回定時総会開催される
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第 3 ブロック 3B LOCK

第 3ブロック各支部合同総会 │ 第3ブロック 第11支部長 井上徳成 │

公益社団法人化前最後のブロック各支部合同総会
4月11日（木）午後 6時から荻窪タウンセブンにおいて、平成 24 年度第3ブロック・各支部合

同総会が開催されました。定刻の午後 6時、まず第11支部から第15支部が各々の支部長の下、
支部総会を行い、すべての支部が滞りなく総会を終えると、いよいよ第3ブロックの総会開会と
なりました。北川昭秋副ブロック長の司会、国保恵昭第14支部長の開会挨拶に続き、榊原昭第
3ブロック長が議長に選出され、議長席につくと、第1号議案から第5号議案までつつがなく説
明が進行しました。各議案につき、各担当者から明瞭かつ的確な報告及び計画が説明され、す
べての議案が満場一致の議決をもって承認されました。質疑については若干の方から説明を求める意見がありました。今回は2年毎の役員改選議案もあり、
新しい役員さんも顔をそろえ紹介されました。

議事終了後、19時前に斉藤敬子元研修副委員長の閉会の言葉があり、平成 24 年度第3ブロック各支部総会は閉会となりました。続いて、隣接会場に
て懇談会が開催されました。榊原昭新ブロック長の挨拶に続き、井口一与副会長の乾杯で、総会の時とはかわりにぎやかで楽しい会員同士の懇談を行い、
いろいろな話で盛り上がりました。宴たけなわの19時 50 分頃第11支部長の中締めで終了いたしました。

第 5 ブロック・各支部 5B LOCK

第 5ブロック・各支部合同総会　│ 第5ブロック（第22支部長）　副ブロック長　井川泰伸 │

公益社団法人荻窪法人会として初めてのブロック総会

4月18日（木）東信閣において、第 5ブロック・各支部合同総会が開催されました。定刻午後
6 時、まず第 21支部から第 25支部毎に支部長の下、支部総会を行い、すべての支部が滞りな
く総会を終えると、第5ブロックの総会が開かれました。嶋ブロック長の開会の挨拶から始まり、
議長選出により嶋ブロック長が議長席に就くと、第1号議案から第 5 号議案まで、粛々と議事
が進行しました。各議案につき平成 24 年度事業報告・平成 25 年度事業計画は田辺副ブロッ
ク長より、また平成 24 年度会計報告・平成 25 年度予算案は高野会計より、明瞭かつ的確な
報告及び計画が発表され、第 5 号議案は役員改選で、平成 25・26 年度の役員名簿（案）が承
認され嶋ブロック長を始め18 名が留任、3 名が移動、6 名が新任としてのすべての議案が満場一致の議決を以て承認されました。最後にご来賓としてご
出席して頂いた小竹会長にご挨拶を頂き、高木副ブロック長の閉会の辞を以て第 5ブロックの総会を閉会いたしました。

続いて、会場を移し懇談会が開かれました。ご来賓としてご出席頂いた柴田副会長にご挨拶をいただき、総会とは打って変わって楽しいひと時を過ごし
ました。24 年度の会員増強で第5ブロックの加入率は79％とブロック1位の成績で嶋ブロック長も大変ご満悦そうでした。また、新任役員の方々に自己
紹介をして頂き、平井副ブロック長の中締めで散会となりました。

第 3 ブロック 3B LOCK

第 3ブロック春期ゴルフ大会 │ 第3ブロック 会計 平田祐子 │

第 3 ブロックのゴルフは笑顔の宝庫
5月24日、平成倶楽部にて第3ブロック恒例の春のゴルフコンペが開催された。女性 4

名を含む12名が参加。華やかなコンペとなりました。当日は「真夏のゴルフ日和（？）」とでも
言えそうな大快晴のもと、朝7時に懇親会会場となる東信閣前で集合。今回は東信閣のマイ
クロバスで送迎して頂くのですから、参加者は朝からご機嫌です。そんな訳で、朝の7時…
でも、参加者のテンションは絶好調！コンペ会場まで、バスから話し声が絶えることはありま
せんでした。

ブロック長の開会挨拶、記念写真撮影、そして、気持ちのいい「ナイスショット！！！」を響
かせて第1組がスタートしていきました。あいにく特筆すべきスーパープレーの報告はありま
せんが、最後まで怪我人もなく、脱退者もなく、大いに笑って、各自が楽しんでプレーする、第3ブロックならではのゴルフでした。

最後は、お腹を極限に空かせた一同が東信閣に到着。小腹も落ち着き、ほろ酔いの一同に、ブロック長から成績発表と共に豪華賞品の授与となり、本日最高の盛り
上がりです。現地集合、現地解散も気ままでいいけれど、こんなゴルフコンペも遠足みたいで（何より楽ちんで！！！）、楽しい！ 東信閣さん、当日は大変お世話になりました。

【部会とは】ある同じ目的を持った会員の集まりです。
源泉部会：経理職員の源泉税を中心とした研修会な
どを行う。青年部会：若手の経営者が集まり、研修
会や勉強会を行い、悩みを話し合えるような仲間作り
の場ともなっている。女性部会：女性経営者同士の交
流や社会貢献活動を行います。

【委員会について】法人会での委員会の役割は、会員活動の
年間のスケジュールを含め指針を示すことにあります。納税制
度の普及発展と良き経営者を目指す活動や地域社会貢献を遂
行するための具体的な企画と具現化のための道筋を考え、そ
の案件をブロック、支部で実行します。委員会の活動が活発
であればブロック支部の活動も充実したものになります。

【研修会について】荻窪法人会は秋と
春に研修会を行っています。荻窪法人
会は荻窪税務署管内を5つのブロック
に地域割りをしています。春は各ブロッ
クが独自のテーマで企画開催し、会員
同士のよい交流の場となっています。

ブロック・支部・委員会・部会からの報告

源泉部会 GEN S EN B UK A I

研修会「源泉所得税のしくみ」　│ 源泉部会長　木山濃美 │ 　経理・事務を担当する方の参加

参加者で記念撮影

総会の様子

総会の様子

平成 25 年 6月13日（木）源泉部会今期最初の「源泉所得税のしくみ」というタイトルで研修会を開きました。法人税第1部門小茄子川統括官のご出席を
いただき、また講師として法人課税第1部門室橋上席調査官による研修会が税務署別館 2階で行われました。申し込みは 40 名程ありましたが当日天候が
悪く、2、3 名の欠席者が出ました。源泉部会はオーナーの会でなく、会社では経理・事務を担当する方の参加になるかと思います。立場上参加しにくい、
出づらい立場にある方 と々想像しますので社長様のお声かけが必要かと思います。この紙面をかりてお願いする次第です。7月にはバス研修、11月には年
末調整のしかた、年が明けた1月には確定申告の作り方その他講演会等々企画しておりますので多数の参加者をお待ちしております。源泉部会を理解して
ない部分も多くありますが、前任の会長、役員の方 と々相談して前例に添った形で源泉部会を活気ある部会にしたいと思います。
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青年部会 SE I N E N B UK A I

青年部会７月例会 青年部会担当副会長講演 ( 柴田副会長 ) │ 青年部会 副部会長 野村浩嗣 │

演題【（株）チャイルド社の概要と経営戦略】
平成 25 年度最初の例会は、ここ数年恒例となりました

青年部会担当副会長による講演会を、平成 25 年 7月9日
に、吉祥寺にありますカフェレストラン「メデオ＆ダイン」で
行いました。30 名を超える多くの方々に参加して頂き、大
盛況の中例会を終了することができました。本年度より柴
田副会長が青年部会ご担当ということで、お忙しい中時間
を取って頂き、プロジェクターを使用しご講演してもらいま
した。「（株）チャイルド社の概要と経営戦略」と題打ちまして、
チャイルド社の誕生から現在に至るまでの経営について、お話をいただきました。特に、成功の秘訣については、必ず「経営指標 」、「経営計画 」をたてて
常に実行→反省→計画のサイクルを繰り返し、経営計画を実行していくこと、但し、あくまでも経営計画自体が「目指すものではない」こと、など、今私た
ち青年部会の部会員が経営者として学ばなければならないことをズバッと心に刻んでいただきました。講演終了後、柴田副会長にもご参加いただき、懇談
会を行いました。河又先輩の乾杯のご発声のもと、皆、それぞれの親睦を深めお開きとなりました。

青年部会 SE I N E N B UK A I

ハロー西荻　│ 青年部会 組織委員 久保美穂子 │

ハロー西荻に参加、税金クイズで租税教育

女性部会 JOS E I B U K A I

楽しい研修会 │ 女性部会 大久保久子 │

手持ち服も旬になる　春夏アクセサリーの使い方レッスン

6月14日（金）午後 4 時から法人会 2階会議室で開催されました。講
師 装いコンシェルジュ 麻日奈 芽実氏（大学卒業後、役員秘書経験を
経て起業。パーソナルスタイリストとしてご活躍）をお迎えして織茂部会
長の挨拶で始まりました。スライド鑑賞1時間みなさんのお悩みアイテ
ムを聞きながら実技 30 分の講座。アドバイスの1部で、長いアクセサ
リーはハンカチ・ブローチで結んでアジャスターの役目を紹介されまし
た。次に、スカーフの基本は「結ぶ 」と「ねじる」。大判のスカーフはブ
ラウスの代りになり、細長いタイプはねじって襟になります。端を2 度結びスカーフリングの代わりになりスルッと落ちない等々。誰にでも簡単にできるコー
ディネートを紹介していただきました。

最後に、アクセサリー、スカーフ、洋服などを持参した7名の方が1人ずつ前に出てコーディネートの仕方を丁寧に教えていただき、大変好評でした。お
いしいケーキとコーヒー付きで気分は皆様美しい20 代でした。懇親会では、麻日奈講師を囲みながらお弁当をいただき終了となりました。今回、女性部
にとって初めての「おしゃれ講座 」を実施しました。ぜひ、次回の研修会も皆様のご参加をお待ちしています。

平成 25 年 5月26日に、今年で二回目の参加となった
ハロー西荻イベントにおいて、租税教育を行いました。

当日は天候にも恵まれ、多数の来場者がありました。
昨年度の反省を踏まえ、景品を400セット用意しましたが、
二回目の参加ということで認知度も上がり、ブースの場所
も好位置で、さらには、部会員が積極的に子供たちに呼
びかけたおかげで、400 セットの景品が13 時過ぎには無
くなってしまうほどの盛況でした。税金クイズの問題につ
いては、荻窪税務署森本上席に作成して頂き、小学校高学年以上の子供であれば、だいたいわかってもらえる内容で、税金について関心を持ってもらえた
と思います。租税教育事業として、地域貢献事業として、来年度以降も継続していきたいと思います。

女性部会 JOS E I B U K A I

全国女性フォーラム愛知大会に参加 │ 女性部会 副部会長 渡辺明子 │

未来につなぐ力をひとつに、心をひとつに

第 8 回法人会全国女性フォーラムが平成 25 年 4月11日（木）に三英傑（信長、秀吉、家康）の生誕地、
で有名な愛知において、「未来につなぐ力をひとつに、心をひとつに」をキャッチフレーズに金鯱で有名な
名古屋城が一望出来るウェスティンナゴヤキャッスルにて開かれ、当女性部会からも3 名参加しました。

記念講演ではマナースクールの平林都氏による「笑顔の接遇で人生が変る」というテーマでお話を聞き
ました。例えば、人に好かれる人は表情が豊か、言葉が豊か、動作が大きい人、その反対は嫌われるなど、
又接客は相手に笑顔になってもらう事が基本なので方言、タメ口はだめ、そして明るい明日は、表情、行動、
言葉が基本である等、実例をあげながらのお話で、理解していても出来ていない所をつかれハッとし、言
葉は力であることを改めて実感しました。次に、愛知ではネットワークの構築に力を入れ、広く県内会員同士の交流を深めているとの事で、子ども達への租
税教育では、会員が講師になったり、クイズ形式にしたりと会ごとに内容を考えて行われておりました。当会も公益法人になり益々地域社会に貢献する様な
事業と今年度の絵ハガキコンクールの準備を進めている所です。これからも女性部会として全国的に「絵ハガキコンクール」に力を入れていくことと、第9回
香川大会でお会いする事を約束し閉会となりました。

ブロック・支部・委員会・部会からの報告

講師の柴田副会長参加者のみなさん

参加した部会員のみなさん イベントの様子

会場の前にて

講師の麻日奈芽実氏 参加者のみなさんと記念撮影
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※雨天中止
日本大学鶴ヶ丘高等学校吹奏楽部　杉並第一小学校ジュニアバンド

阿佐谷パールセンターパレード
10：30～ 青梅街道側→JR阿佐ヶ谷駅南口駅前広場

※雨天決行
杉並第一小学校ジュニアバンド

青梅街道パレード
10：30～ 都税事務所前→杉並公会堂 

※雨天中止
日本大学鶴ヶ丘高等学校吹奏楽部

エンディングセレモニー
11：30～ 杉並公会堂横

※雨天中止
日本大学鶴ヶ丘高等学校吹奏楽部

主催：杉並区／都税事務所／税務署／杉並税務懇話会／荻窪税務連絡協議会　　わたしたちは、e -Tax、eLTAXを推進しています。
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はじめよう電子申告 !

「エコキャップ」で 子ども達にワクチンを！
天沼中学校生徒会では「エコキャップ」の回収運動を実施してい

ます。「ペットボトルのキャップを再資源化し、CO2の削減を推進
しよう」「発展途上国の子どもたちに、ワクチンを届けよう」の趣旨
のもと生徒が取り組んでいる活動です。荻窪法人会では継続的に
収集を行い、年に数回学校へお届けし大変喜ばれています。皆様
のご協力を心からお礼申し上げます。この度、天沼中学校生徒会
長より、お礼状が届きましたので掲載させていただきます。

使用済みのインクカートリッジとトナーカートリッジを回収し、
ベルマーク教育助成財団を通じて「東日本大震災で被災した子ど
もたちへの支援活動に役立てる」運動も引き続き行っております。
ぜひご支援、ご協力お願いいたします。

回収したカートリッジやエコキャップ


